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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら、令和３年第７回美幌町議会定例会、第

２日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、６番伊藤伸司さん、７番坂

田美栄子さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

２番藤原公一さん。 

○２番（藤原公一君）〔登壇〕 おはよう

ございます。 

それでは、さきに通告しております、公

共トイレの管理についてと、地球温暖化対

策について一般質問をさせていただきま

す。 

まず初めに、公共トイレの管理につい

て。 

美幌町公共施設等総合管理計画の目標、

美幌町が目指す姿には、ひとがつながる場

所（まち）と定めており、人口減少・少子

高齢化を迎え、人口構成の大きな変換に伴

う町民のニーズの変化に対応する適正な公

共施設の配置を検討していく必要がありま

す。 

また、公共施設がみなさんにとって、よ

り安心して利用できる場所であるように、

みなさんにとって、より親しめる場所であ

るように、みなさんにとって、より便利な

場所であるように、そこに集い、そこでつ

ながる、そんな配置を目指していきます

と、基本方針にあります。 

これには公共トイレが含まれていること

から、以下の点について質問いたします。 

（１）公共トイレの手すりの設置につい

て。 

なかまち緑道、せせらぎ公園、柏ケ丘公

園、陸上競技場・野球場には、多目的トイ

レが設置され、スロープは整備されており

ますが、高齢者の方や子供、障がいをお持

ちの方も利用しやすくするために、トイレ

入り口に手すりの設置の考えがないのかお

伺いいたします。 

（２）公共トイレの洋式化について。 

美幌町に設置されております先ほどの４

か所には、多目的トイレが設置されており

洋式ですが、ほとんどの公共トイレが和式

であります。 

維持管理上、和式は掃除がしやすいとい

うメリットもありますが、かがむのがつら

い高齢者や子供たちが利用できるような、

和式から洋式トイレに変更の考えがないの
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かお伺いいたします。 

（３）公共トイレの維持管理について。 

公園等に設置されているトイレについ

て、汚いトイレや閉鎖されているトイレな

どが見受けられます。 

掃除の現状及びトイレの閉鎖期間につい

ての周知方法など、町としての管理につい

てお伺いいたします。 

（４）公共トイレの冬場利用について。 

冬場のスポーツも盛んな美幌町でありま

すが、冬場は全ての公共トイレが閉鎖され

てしまいます。 

冬場利用するには、ある程度の暖房や凍

結防止のため夜間の水落としなどが必要に

なりますが、陸上競技場は、冬場はクロス

カントリースキーの練習場であり、歩くス

キーコースでもあります。 

冬場は特にウエアなどを着込んでいるた

め、スポーツセンターなどのトイレを利用

するには移動距離も大変だと感じておりま

す。 

全公共トイレ開放をお願いするつもりは

ありませんが、陸上競技場に隣接するトイ

レならば、スポーツセンター職員の目も届

き、利用しやすいと考えます。 

開放時間も職員の出勤に合わせて開放す

れば、凍結の心配もないと思いますが、冬

場の利用についてお伺いいたします。 

次に、大きく２番目、地球温暖化対策に

ついて。 

一つ目、ゼロカーボンシティ宣言につい

て。 

地球温暖化により、世界中で猛威を振る

う異常気象や気候変動は、単なる環境問題

だけではなく、人類の運命を握る問題でも

あります。 

大気中の水蒸気が増加し、集中豪雨や自

然災害がさらに深刻になろうとしておりま

す。 

昨年１０月には、菅内閣総理大臣の所信

表明演説において、脱炭素社会の実現、温

室ガス排出量ゼロを２０５０年までに達成

する目標を打ち出しました。 

環境省では、２０５０年に二酸化炭素の

排出量を実質ゼロにすることを目指す首長

自ら公表した地方自治体をゼロカーボンシ

ティとして国内外に広く発信するととも

に、全国の自治体へ検討を呼びかけており

ます。 

美幌町としては、以前より森林づくりパ

ートナーズ協定を締結し、カーボンオフセ

ットの取組や、新庁舎建設でもＺＥＢの導

入など、環境に配慮したまちづくりの推進

をしておりますが、美幌町でもゼロカーボ

ンシティを宣言し、低炭素社会から脱炭素

社会に向けた積極的な施策を展開すべきと

考えます。 

今後、ゼロカーボンシティ宣言の考えが

ないのかお伺いいたします。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 藤原議員

の御質問に答弁いたします。 

公共トイレの管理についてですが、１点

目の公共トイレの手すりの設置についてで

すが、御質問のトイレは、スロープはある

ものの、全体的なバリアフリーとはなって

おらず、老朽化も進んできていることか

ら、利用状況を考慮の上、今後検討してい

きたいと考えておりますので、御理解をい

ただきますようお願いいたします。 

２点目の公共トイレの洋式化についてで

すが、一部のトイレを除いて和式トイレが

多い現状でありますが、老朽化等によりト

イレを更新する際に、洋式トイレに変更し

ているところであります。 

また、和式便器に洋式便座をかぶせて使

用する方法もありますが、個室の広さやド

アの開閉スペースが必要になることもあ

り、変更のみを行うのは難しい状況であり

ます。 

今後は利用状況を考慮しながら、更新に

合わせての変更を検討していきたいと考え

ておりますので、御理解いただきますよう
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お願いいたします。 

３点目の公共トイレの維持管理について

ですが、公園のトイレの清掃については、

委託または直営により、３日から４日に１

回清掃を行っております。 

また、トイレの開放時期については、冬

期間の凍結などを防止するため、公園の利

用状況や気温を考慮しながら、おおむね４

月下旬に開放し、１０月下旬に閉鎖してい

るところですが、今後、冬期間の閉鎖の表

示などを実施してまいります。 

４点目の公共トイレの冬場利用について

ですが、冬場の陸上競技場は、周囲の園路

と合わせて歩くスキーコースとして、例年

１２月下旬から３月下旬までの間、クロス

カントリースキー少年団をはじめ、町民の

皆様などに御利用をいただいております。 

御質問の公園内トイレの冬期間の利用で

ありますが、２か所に設置したトイレは暖

房機能を備えておらず、凍結して配管が破

損する恐れがあるため、やむを得ず１１月

上旬から４月下旬まで閉鎖している状況に

あります。 

そのため、陸上競技場を利用される方

は、陸上競技場本部席内トイレや、比較的

近いサニーセンター及びスポーツセンター

内のトイレを御利用いただいておりますの

で、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

次に、地球温暖化対策について。 

ゼロカーボンシティ宣言についてです

が、地球温暖化対策の推進に関する法律で

は、都道府県及び市町村はその区域の自然

的社会条件に応じて、温室効果ガス排出抑

制等のための総合的かつ計画的な施策を策

定し、実施するように努めるものとされて

おり、脱炭素社会に向け、２０５０年に二

酸化炭素の排出量を実質ゼロに取り組むこ

とを表明した地方自治体をゼロカーボンシ

ティとしておりますが、令和３年８月末時

点で、北海道内においては１５自治体が表

明しております。 

北海道においては、気候変動問題に長期

的な視点で取り組むため、令和２年３月に

２０５０年までに温室効果ガス排出量の実

質ゼロをめざすことを表明し、その実現に

向けてさらなる取組を進めるため、令和３

年３月に令和３年度から令和１２年度まで

の１０年間を期間とする北海道地球温暖化

対策推進計画（第３次）を策定しておりま

す。 

国においても、この北海道の取組を支援

するため、骨太の方針に明記されたところ

であります。 

御質問の美幌町でもゼロカーボンシティ

宣言の考えはないかについてであります

が、全国的に宣言を行う自治体が増えてい

ることを受け、現在の第３期美幌町地球温

暖化防止実行計画の計画期間が満了となる

令和４年度までに、本町に適した事業につ

いて、調査研究しながら検討してまいりた

いと考えておりますので、御理解をお願い

いたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） それでは、公共ト

イレから再質問していきたいと思います。 

まず、１点目のトイレの手すりの設置か

ら再質問していきたいと思います。 

答弁には、スロープはあるものの全体的

なバリアフリーとなっておらず老朽化も進

んでいることから、利用状況を考慮の上、

今後検討するとあります。 

スロープがあるところは全て多目的トイ

レが併設されております。 

何のために利用状況を把握しなければい

けないのか。また、利用状況にかかわら

ず、スロープがあるところには手すりを設

置すべきと思いますが、考えをまずお聞き

します。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 答弁においては、
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利用状況を考慮の上と書いてございますけ

れども、議員御指摘のとおり、手すりにつ

いては、ちょうどドアのところであります

し、現地を見てきた状況から、手すりを取

り付けるのはそんなに難しい状況ではない

と、今時点では私は認識を新たにしている

ところであります。 

手すりについては、前向きに取り付ける

ように、設置できないかしっかりと進めて

まいりたいとは考えております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 町長にしっかりと

見ていただけたことを実感いたしました。 

公園を利用する方は年代が様々で、利用

する方も陸上競技場の周りであれば散歩を

しながらとか、あと、お盆の時期は墓地を

利用する方が使われるトイレであります。 

墓地を利用する方には足の不自由な方も

おられますので、手すりに関しては早急に

お願いしたいと思います。 

次に、２点目の洋式化について再質問さ

せていただきたいと思います。 

まず、一部のトイレに洋式化とあります

けれども、多目的トイレのほかに、どこに

洋式トイレが存在するのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 多目的ト

イレ以外に洋式化されているトイレといい

ますのは、現在はみその公園、それから、

今年度、せせらぎ公園の奥の簡易トイレを

一部洋式化に更新しようとしているところ

でございます。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 私もこの質問をす

る前に、何か所かトイレを見たのですけれ

ども、陸上競技場の周りにあるさわやかト

イレも洋式だったと思うのですが、その辺

を把握しているのかどうかお願いします。 

○議長（大原 昇君） スポーツ振興課

長。 

○スポーツ振興課長（浅野謙司君） 議員

おっしゃるとおり、陸上競技場にあります

さわやかトイレにつきましても洋式になっ

てございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） トイレの問題は身

近な問題であります。洋式化について、私

は１７か所くらいの美幌町の公共トイレを

調べてまいりました。 

その中で、公共トイレでの把握はされて

いないと思うのですけれども、みどりの村

のキャンプ場の管理棟のそばは全て洋式で

ありました。キャンプ場を利用する方にと

っては、洋式がいいというふうに思ってお

ります。 

高齢者や子供は、和式トイレに慣れてい

ないのが現状と感じております。今は自宅

でも和式トイレはほとんどないと思いま

す。先ほど、私の質問の中にもありました

けれど、公共トイレは和式のほうが掃除を

しやすいとは思うのですけれども、今後は

洋式化が大事になってくると感じておりま

す。 

その中で、更新時期について検討してい

きたいという答弁でありますけれども、更

新時期は何年を目安にされていくのか教え

ていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、議員おっしゃるとお

り、和式よりも洋式のほうが、子供ですと

かお年寄りの方には優しいということで、

今後、変更していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

具体的にいつまでということでございま

すけれども、具体的に何年以内ということ

ではなくて、施設の老朽化に合わせて順次

更新をしているところでございますので、

御理解願いたいと思います。 
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よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 美幌町公共施設等

総合管理計画の７９ページに、施設の状

況、経過年数と耐用年数の記載がありまし

た。 

１番年数がたっているのがもとまち北公

園で、資料では４２年と載っておりますけ

れども、取得年度は１９７３年とあります

ので既に４８年経過しております。 

資料の中で、耐用年数は３４年と記載さ

れています。 

経過年数から逆算すると１４年が既に経

過しておりますが、もとまち北公園のトイ

レはコンクリート造りなので大丈夫だとは

思いますが、部長からも時期を見てという

話ですけれども、１番早く更新時期を迎え

るトイレはどこか教えていただければと思

います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 年次的な

耐用年数のお話がございましたけれども、

今１番早く更新時期を迎えるトイレはどこ

かというお話ですが、あくまで現状を見

て、利用状況によって老朽化の度合いも変

わってくるかと思いますので、どこのトイ

レという順番を決めて更新計画をしている

ところではないので、その辺を御理解いた

だければと思います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） トイレの問題につ

いて、私もいろいろとホームページ等を調

べたのですけれども、小樽市で平成２８年

１１月にトイレの洋式化等整備に係る年次

計画というものを出されていて、その中

に、洋式トイレと和式トイレの利用状況等

というのがありまして、アンケート調査を

したというのが載っていました。小樽市と

美幌町では人口の規模は違いますけれど

も、その部分を紹介させていただきたいと

思います。 

まず、外出時に利用するトイレという部

分で、洋式トイレを利用する割合が５９.

４％であります。その割合は２０歳代から

６０歳代、平均して６０％近くございま

す。 

主な理由が、洋式トイレに慣れていると

いうことと、身体が不自由で和式を利用し

たことがないという結果であります。 

外出時に和式トイレを利用している方

は、１３.２％でありました。 

どうして和式トイレかという主な理由と

いうのは、洋式トイレは誰が座ったかわか

らないのでいやだということと、和式に慣

れているという結果であります。 

確かに洋式トイレは、誰が座ったかわか

らないという部分があるのですけれども、

外出時に６０％の方が洋式トイレを利用さ

れているということですので、この辺につ

いても、更新時期を検討するということで

すので、洋式トイレについて前向きな検討

をお願いしたいと思います。 

次に、３点目の維持管理について質問し

ていきたいと思います。 

町民の方から公園にあるトイレがすごく

汚い、また、臭うという御相談をいただき

ました。 

公園のトイレの清掃は３日から４日に１

回、清掃を行っているとのことですけれど

も、清掃の管理は何人でされているのか。

また、清掃についてチェック表があるの

か。そして、臭いがきついトイレが発見さ

れた場合、どのように対応されるのかお伺

いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 清掃の体

制につきましては、委託業者によりまし

て、おおむね２名から３名で対応している

ところでございます。 

チェックの関係ですが、トイレの清掃は

毎月報告をいただいてございまして、清掃

前と清掃後の写真を添付の上、報告をいた
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だいているところでございます。 

なお、お客様から役場に汚いというお話

があった場合につきましては、随時委託業

者に連絡をして対応しているところでござ

います。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 内容は理解いたし

ました。 

汚いトイレの清掃を、ぜひよろしくお願

いしたいと思います。 

次に、閉鎖時期について質問していきた

いと思うのですけれども、答弁の中におお

むね１０月頃から閉鎖され、４月に開放と

いうことでありました。 

冬期間の凍結などの影響で閉鎖というの

は理解するのですけれども、現在は閉鎖し

ているトイレがないのか。 

また、今後トイレの利用状況を把握しな

がら、新規に公共トイレを更新する計画が

ないのかお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 現在、閉

鎖については基本的にどこのトイレも一定

の時期で一遍に閉鎖、また、開けるときも

１日、２日をかけて、なるべく一遍に開け

るように管理しているところでございま

す。 

一部、古いトイレはコンパネを張って閉

鎖をして、横に簡易トイレを設置している

ところもございますけれども、そちらにつ

きましては、簡易トイレの閉鎖をして、コ

ンパネで留めているほうについては、防犯

上悪用されないようにきちんと管理してい

るところでございます。 

今のところ、新規ですぐに更新する計画

のトイレはございません。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 関連しての話にな

りますが、びほろ霊園のトイレについてで

すけれども、私のお墓がびほろ霊園にあり

まして、お盆の時期にお墓参りをした際、

朝６時前ぐらいだと思うのですけれども、

トイレのシャッターが閉まっておりまし

た。 

トイレでいたずらなどがあるので、時間

で閉鎖しているのかと思っていたのですけ

れども、やはり利用者は一言あれば納得す

るのかなというふうに思っております。 

何も書いていないとなぜかと思ってしま

いますので、びほろ霊園のトイレの開放時

間は、私が見たときだけ閉鎖していたの

か、今は２４時間開いているのか、その辺

だけお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） びほろ霊

園のトイレでございますけれども、現在、

企業組合によって維持管理を行っていただ

いておりまして、２４時間開放ではなく、

朝の段階で開けて、夕方閉めるという形で

管理しております。 

時間については、今手元に資料がござい

ませんので、申し訳ございません。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） びほろ霊園も何時

から開きますとか、何時に閉まりますとい

う表示をしていただけると、このトイレは

使えないのだと利用者もわかると思うので

す。 

９月はお彼岸の時期でありますので、び

ほろ霊園も、陸上競技場のそばもそうです

けれども、もし閉鎖するのであれば、何時

から何時まで開いていますという表示が大

事ではないかと思いますので、職員の業務

は少し増えてしまいますけれども、ぜひ、

今後対応をお願いしたいと思います。 

次に、４点目の冬場のトイレについて質

問をしていきたいと思います。 

冬のトイレの利用については、凍結のお

それがあるので開放しないという状況は理

解いたしますが、美幌町全体を通して見て

も、公共トイレが冬場開かないとなると、
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生理現象なのでトイレに行きたくなったら

コンビニを使ってしまう現状にあると思い

ます。 

先ほど、陸上競技場のそばに公共施設が

あるので、利用は可能という答弁があった

のですけれども、なかなか一般人が陸上競

技場、スポーツセンターとか、サニーセン

ターに何も利用がないのにトイレに行きた

いと、貸してくださいという状況にはなら

ないと思うのです。 

それで、先ほど言ったように、陸上競技

場のそばだけでいいので、冬も開けてほし

いという提案だったのですけれども、難し

いのでしょうか。水落としとかを職員がや

れば何とかなるのではないか、また、電気

パネルのような、ちょっとした暖房を入れ

れば凍結を防げる気がするのですけれど

も、現状としては難しいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） スポーツ振興課

長。 

○スポーツ振興課長（浅野謙司君） 陸上

競技場のトイレの利用でございますが、基

本的にはクロスカントリー、歩くスキーを

利用されている方は、陸上競技場の中にあ

ります本部席のトイレを開放していまし

て、そちらを利用していただいています。 

そこは、窓を塞いで、電気パネルを入れ

まして、凍結しないような対策をして利用

していただいているのですが、外にありま

すさわやかトイレにつきましては、どうし

ても冬期間かなり冷え込みまして、日中開

けたとしても、手洗い場ですとか、配管の

水が完全に落とし切れない状況になります

ので、そちらについては閉鎖をさせていた

だいている状況です。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 美幌町の公共トイ

レは、冬場に使えないというのが難しいの

かなとは思いますけれども、今、富士山と

かでも使われていて、災害時でも使えるバ

イオトイレというのがあります。おがくず

で微生物によって汚物を分解していくもの

で、電源はソーラーパネルで、攪拌して冬

場の利用が可能というものも出ておりま

す。 

新築で公共トイレを設置するのは難しい

という部分もありましたけれども、このト

イレは災害時にも使える、移動もできる、

簡単にトラックに積んで移動できるような

トイレもあります。 

レンタルでもこういうバイオトイレを車

載した車も出ておりますので、可能であれ

ば、冬場のトイレの設置を検討するとき

に、このバイオトイレの検討も視野に入れ

ていただくようお願いしたいと思います。 

公共トイレに関しては、町民に密接に関

係することですので、今後とも冬場も使え

るような体制と、改善できることから順次

計画していただいて、整備をお願いしたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

それでは、ゼロカーボンシティの宣言に

ついて再質問させていただきたいと思いま

す。 

答弁でもありましたけれども、ゼロカー

ボンシティを宣言しているのは、本年８月

３１日現在で、全国では４４４自治体、内

訳は４０都道府県、２６８市、１０特別

区、１０６町、２０村が２０５０年までに

二酸化炭素排出量ゼロを表明しておりま

す。 

先ほど町長から答弁をいただきましたけ

れども、北海道でも１５の自治体が表明し

ております。 

また、国内外でも脱炭素化の動きが加速

する中で、北海道でもゼロカーボンを表明

しております。 

本年６月９日には、北海道でゼロカーボ

ンの北海道推進協議会が行われ、議事録が

ホームページに掲載されており、私も拝見

いたしました。 

その中で、鈴木知事の挨拶でも、本道が

有する豊かな再生可能エネルギーや森林な
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どの吸収源を最大限生かし、北海道が国の

地球温暖化対策を先導するといった意思を

持って取り組んでまいりたいと考えており

ます。ゼロカーボン北海道の実現に向けた

効果的な取組が全道に広がっていくことを

期待しますと述べられております。 

この件について、町として何か道から指

示があったのかどうかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、特に道から指導があ

るものではございませんので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 了解いたしまし

た。 

今回の答弁の中に美幌町の地域温暖化防

止実行計画についても述べられております

けれども、来年、令和４年に削減率４.８％

を目標に取り組まれていると思います。 

庁舎が本年度から供用開始になって、来

年度はさらに削減され、目標率も大幅に変

更されるかと思いますが、もし可能であれ

ば、昨年までの実績と目標率に達している

のか、削減率がわかれば教えていただきた

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、今現在の計画は第３

期ということで、１期から参考までに申し

上げますと、第１期は基準年、平成１８年

に対しまして、実績が平成２４年ですけれ

ども、１６.１％の削減の実績となっており

ます。また、第２期につきましては、平成

２８年が実績ということですが、目標値１

５％に対しまして、こちらはマイナス３.

４％の実績となってございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） ＣＯ₂削減率という

部分では、今の内容ではわからなかったの

ですけれど、これは減っているという理解

でよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） あくまでも目

標値を計画の中で掲げておりまして、それ

に対して実績として届いているかどうかと

いうことでございますけれども、第２期に

つきましては、目標値に対して、実績とし

ては届いていないということになってござ

います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 

○２番（藤原公一君） 来年４月に４.８％

と目標に掲げておりますけれども、これは

目標率に達成しそうなのかどうかお伺いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） この計画は、

令和４年度までの計画となりますので、第

４期の計画に向けましては令和４年度中に

策定をして、令和５年度からの計画という

ことになりますが、令和４年度中に実績等

について整理することになりますので、現

在はまだ全体的な実績は把握してございま

せんので、よろしくお願いいたします。 

○建設部長（那須清二君） ２番藤原公一

さん。 

○２番（藤原公一君） 新庁舎もできたこ

とですし、森林も増えておりますので、美

幌町としては二酸化炭素量が減っていくの

かなと私も理解するのですけれども、私が

過去に質問した、ＳＤＧｓのアイコンの表

記が美幌町の計画でも取り組まれ始めて、

ＳＤＧｓの推進の周知をされていると大き

く評価いたします。 

その中で、ＳＤＧｓの１３番目にも気候

変動に具体的な対策をとあります。 

美幌町として、今後、二酸化炭素排出量

を減らすために、町民に協力を求めていく
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と思っております。美幌町全体で二酸化炭

素量を減らすという部分でいくと、町民の

方の使用していない家電のコンセントを抜

くとか、車の使用を週１回やめてバスに乗

るとか、そういう小さな積み重ねがゼロカ

ーボンシティの取組だと感じております。 

美幌町地球温暖化防止計画にも同じよう

なことを記載されておりますけれども、今

後、町長として町民に対し、このゼロカー

ボンシティに向けた呼びかけ、また、協力

をしていただくような取組や、町長の決意

として何かあればお答えいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 地球温暖化の防止

については、これは美幌町だけではなく、

世界的な取組でもありますし、世界的な流

れであれば、今言っていただいたＳＤＧ

ｓ、２０３０年度までに持続可能な行動計

画をしっかりやっていくということで、私

どもとしては、持続可能なまちづくりをし

っかりしなければいけないという認識を持

っております。 

また、２０１９年の国際会議、国際気象

変動サミットの中で、２０５０年度まで

に、排出量実質ゼロを目指すという中にお

いて、菅総理大臣が、次の年の２０２０年

１２月のサミットで、それまでの日本の計

画では削減が８０％の部分を実質ゼロにす

るということで、非常に日本としても拍車

がかかったのかなと思っております。 

美幌町においてもゼロカーボンシティの

表明をしたらという御質問ですけれども、

私としては、ぜひしたいとは思っておりま

す。 

そこにたどり着くためにどういう考えを

持っていかなければいけないかというお話

をさせていただければ、今、第３期の美幌

町地球温暖化防止実行計画ということで、

国が定める法律の中には二つのパターンが

あって、一つは、今私どもでつくっている

事務事業編、どちらかというと自治体と言

われる、私ども行政においてどれだけ削減

するかというのが一つの今の目標でありま

す。 

これから、町として、事務事業編プラス

区域施策編というものをミックスしてやっ

ていかなければいけない。その区域施策編

というのが、今言っていただいた町民や事

業者、要は町民全てということだと思いま

す。 

その作業をしっかりしなければならない

と思いますし、それは令和４年度までであ

りますから、本当はもうちょっと早くやり

たい気持ちはあるのですけれども、事務的

な話をすれば、令和３年度にどういうこと

を美幌町としてやっていけるかということ

を、きちんと研究しなければいけない。見

定めなければいけないと思っています。 

要素としては、たくさんあると思うので

す。 

当然、庁舎であればＺＥＢ仕様になって

いますし、町民会館も地中熱を使っていま

す。古くから森林のバイオマスもやってい

ます。それから、つい最近、モンベルとも

協定を結んだ中で、この地域はサイクルツ

ーリズムもやっている。これは、活動とし

てのエネルギーを減らす、排出量を減らす

というのがあります。 

そういう要素をしっかり整理した中で、

今後、第４期の計画を、先ほどお話しいた

しました事務事業編、自治体プラス区域施

策編という形でつくっていきたいと思いま

す。 

宣言の仕方については、議員も御承知の

とおり、どういう形でするのかといろいろ

示されておりますけれども、私がやると言

って、それで進むのでしょうけれども、や

はりもうちょっとイメージしたものを皆さ

んにお伝えした中で、そのタイミングを見

て宣言をできるように努力していきたいと

思っております。 

○議長（大原 昇君） ２番藤原公一さ

ん。 
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○２番（藤原公一君） 町長の意図はくみ

取っております。 

この２０５０年の二酸化炭素排出量ゼロ

に向けた取組で、環境省のホームページに

美幌町に類似した自治体があったので、少

しだけ紹介させていただきたいと思いま

す。 

神奈川県開成町、ここは人口１万８,００

０人で、世帯が７,０００世帯と美幌町に類

似した町であります。２０２０年３月に町

長が議会で宣言しております。 

開成町は美幌町と同じで、ＺＥＢで新庁

舎建設を行い、日本初の役場庁舎を起点に

ゼロエネルギーハウス、ＺＥＨをはじめと

する住宅のエコロジー化の補助や、電気自

動車の普及推進を図り、ＳＤＧｓの実現に

向けた様々な取組を展開するとしておりま

す。 

先ほど町長も言われましたけれども、美

幌町においても、ＺＥＢの新庁舎や森林認

証制度、カーボンオフセットの取組を行っ

ております。 

あとは町長が宣言するだけだと私も思っ

ております。町長からは前向きな検討をし

ていただけるということですので、今後、

美幌町に１番いい方向でゼロカーボンシテ

ィ宣言をしていただけることを要望し、私

の質問を終わります。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） しっかり対応して

いきたいと思います。 

ありがとうございます。 

○議長（大原 昇君） これで、２番藤原

公一さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１０時５５分といたします。 

午前１０時４５分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１０時５５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 私は、

３点について一般質問しますので、町長よ

ろしくお願いしたいと思います。 

最初に、１点目であります。 

農業振興について。 

農作物の干ばつ対策についてであります

が、今年は、こんなに暑い日が続く夏は経

験したことがないと、農家の方は口をそろ

えるように言っております。 

このような状況の中、７月後半の記録的

な高温と少雨により、農作物に影響が出て

おり、美幌町の８月１５日現在の農作物の

生育状況は、タマネギは枯葉が進み小玉

で、ビートは葉のしおれや黄化が見られ、

根部の肥大が停滞し、生育は１日遅れであ

り、バレイショも大きく成長していない状

況にあります。 

この干ばつの対策として、町は、これま

で基幹産業である農業を守るために、高品

質の作物の収穫に一定の効果が上がってい

る古梅ダムを水源とする畑地かんがい排水

や、現在進めています網走川中央地区の国

営かんがい排水事業がありますが、他の地

区においても畑地かんがい排水を希望する

農家が多いと聞いております。 

このようなことから、農家全戸に畑地か

んがい排水の希望調査を行い、国営事業等

により実施できるよう、町が積極的に取り

組む必要があると考えますが、町長の考え

方をお伺いします。 

また、現在整備されています古梅ダム畑

地かんがい排水の利用者以外の野菜農家の

皆さんから、今年の干ばつ等の影響から生

育不良を起こし、生産量が安定していない

状況が続いているので、品質の高い農産物

を安定的に生産するため、畑地かんがい排

水を利用できるようにしてほしいという要

望があります。 

町は、早急に国等の関係機関と協議し、

利用できるようすべきと考えますが、町長
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の考え方をお聞かせください。 

次に、２点目であります。 

空き家等対策について。 

空き家等対策のこれまでの取組及び今後

の対策についてでありますが、近年、少子

高齢化による人口の減少、家族構成の変化

及び建物の老朽化に伴い長期間使用されて

いない空き家等が増加し、地域住民の生活

に影響を及ぼしています。 

このようなことから、国は、平成２７年

５月に空家等対策の推進に関する特別措置

法を制定しました。 

これらを受け、町は空き家等の実態調査

を行い、防災や衛生等生活環境の保全を図

るため、空き家等の発生の抑制や危険な空

き家の解消を促し、空き家等対策を総合的

かつ計画的に進めることを目的とした美幌

町空家等対策計画を平成３１年３月に策定

したところでありますが、計画策定後にお

ける空き家等に対するこれまでの取組と今

後の対策についてお聞かせください。 

３点目であります。 

くらし安全まちづくりについて。 

商店街の街路灯整備についてであります

が、令和２年１２月美幌町議会定例会にお

いて、商工会議所所有の商店街の街路灯１

４０本に係る維持管理費については各街区

の商店街が費用負担しているところであり

ますが、商店街が解散したところもあり、

現在１５か所の電球が破損したままになっ

ていることなどから、自治会の防犯灯と同

様に、町は商工会議所から１４０本の無償

譲渡を受け、ＬＥＤ化すべきと一般質問を

いたしました。 

このことについて、町長は商工会議所と

協議していきたいと答弁されましたが、街

路灯の電球が破損しているところを再度調

査した結果、１６か所と増加しており、防

犯上問題があるのではないかと思います。 

これまでの商工会議所との協議経過等に

ついてお聞かせください。 

また、電球が破損している１６か所の街

路灯について、防犯上問題がありますの

で、美幌町くらし安全まちづくり条例に基

づき、早急に町の責務により、電球を取り

替えるべきと考えますが、町長の考え方を

お伺いします。 

以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 馬場議員

の御質問に答弁いたします。 

農業振興について。 

農作物の干ばつ対策についてですが、国

営かんがい排水事業の採択までの概要につ

きましては、地域でかんがい排水事業の実

施希望があった場合、事業要件該当の確

認、事業の必要性、事業費の負担などが地

元で検討され、要望の方向性が定まった時

点から、地元、国、道、町、ＪＡなどの関

係機関と協議・検討を重ね、事業申請が可

能かどうか判断していくこととなります。 

申請可能と判断された場合については、

国へ事業申請となりますが、申請までは数

年を要するものと考えられます。 

以上のことから、まずは地元の事業に対

する合意形成が必要であり、町として希望

調査を実施することは考えておりません

が、かんがい排水事業については、地域の

実情や事業の有効性、町全体としての将来

の見通しなど総合的観点から検討していく

ことになると考えておりますので、御理解

をお願いいたします。 

次に、古梅ダム畑地かんがい用水の受益

地以外の利用についてでありますが、水利

権の見直しや、現在の受益者との協議が必

要となり、調査や調整のための期間と多額

の事業費負担が必要になると考えておりま

す。 

さらに、現在の事業実施中の網走川中央

地区の事業費負担もあり、今後の財政負担

に対する長期的な検討も必要になるため、

現状では難しい状況でありますが、これま

での事業実施経過を多角的に検証し、今後

のかんがい排水事業について、見定めてま
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いりたいと考えておりますので、御理解を

お願いいたします。 

次に、空き家等対策についてですが、本

町における空き家等対策につきましては、

平成２９年に長期間利用されていない空き

家等が散見され、空き家等への対策が求め

られてきたことから、調査対象建物を抽出

の上、町内における空き家等の現地調査を

実施し、空き家等と推定される建物４４２

件の実態を把握したところであります。 

空き家等の具体的な対策につきまして

は、平成３１年３月に策定した美幌町空家

等対策計画に基づき、管理不全な空き家等

の解消のほか、空き家等の利活用、空き家

等の発生抑制といった三つの視点で取り組

んでおります。 

これまでの取組としましては、相談窓口

の設置、空き家等の適切な維持管理を促す

ために、広報や町ホームページを活用した

周知、空き家等への対応が記載された空き

家ガイドブックによる空き家等所有者への

啓発活動などを実施しており、今年度から

は、管理不全な空き家等の解消対策とし

て、空き家等の解体費用を助成する美幌町

空家等除却事業を実施し、除却工事を行う

一般型が３棟、除却工事後に専用住宅を新

築する新築型３棟に対して補助を行うこと

としております。 

今後につきましても、適切な管理を促す

ための広報啓発活動のほか、新たに本町独

自の啓発パンフレットを作成して、空き家

等所有者への周知を図ることとしておりま

す。 

また、新たな空き家等を発生させないた

めの取組として、美幌町空家等除却事業を

継続実施し、引き続き美幌町空家等対策計

画に沿って、計画的な空き家等対策を推進

してまいりたいと考えておりますので、御

理解を賜りますようお願いいたします。 

次に、商店街の街路灯の整備についてで

すが、商工会議所所有の街路灯につきまし

ては、商店街の活性化や美化活動のため各

商店街が設置したもので、防犯・交通安全

対策の役割も果たしているところであり、

商店街を利用される方々をはじめ、町民皆

様の安心・安全の一助となっているもので

あります。 

また、維持管理については、各商店街や

自治会が担っておりますが、町は電気料を

全額負担しているところであります。 

御質問の１点目、令和２年１２月美幌町

議会定例会において御質問のありました、

商工会議所が所有する街路灯の電球におけ

る１５か所の破損につきましては、防犯と

いう意味での対策を商工会議所と検討・協

議していきたいという趣旨の答弁をいたし

ましたが、現在のところ協議には至ってい

ない状況であります。 

また、昨年１１月２７日に商工会議所か

ら要望のありました商工会議所所有の街路

灯を町に無償譲渡し、維持管理権限を移管

したいとの要望につきましては、商工会議

所として各商店街や自治会と協議の上、街

路灯の灯数や防犯灯への変更など設置内容

を見直していただくことが必要と考えてお

り、それらを踏まえ、今後、商工会議所と

検討・協議してまいりたいと考えておりま

すので、御理解をお願いいたします。 

２点目の電球が破損している１６か所の

街路灯につきましては、管理者の責務とし

て適切に維持管理がなされるべきものと考

えておりますが、町といたしましては、防

犯対策は重要なことと捉えておりますこと

からも、商工会議所と早急に協議を行いた

いと考えておりますので、御理解をお願い

いたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） それでは順次、

再質問をさせていただきます。 

最初に、農作物の干ばつ対策についてで

すが、私は役場で経験を積んだ中で、今回
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の干ばつに対する、特に畑地かんがい排水

事業については、非常にわからない点があ

り、今回しっかりと勉強しながら、町長の

答弁を聞きながらやっていきたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

それでは、農作物の干ばつ対策について

ですけれども、御存じのとおり、昨年の冬

期間の積雪が例年に比べて半分以下になっ

たことで、水不足が生じたり、あるいは、

今年の７月から８月は記録的な少雨で、最

高気温が３０度を超える真夏日になったの

が、７月では１６回、８月では８回と昨年

に比べて１０日も多かった状況でありま

す。特に７月においては、美幌町では３６.

５度まで気温が上がり、全国１位となりま

した。また、降水量も極端に少なく、例年

の半分以下の状況であります。 

９月４日の新聞によりますと、道内の農

作物の状況については、高温、少雨の影響

で不作の状況で、ジャガイモ、タマネギは

変形もあり小玉傾向、豆類はさやが入る豆

の数が少なく、ビートは下葉が枯れ、根が

太らないなど、農作物に被害が出ておりま

す。 

こうした状況の中で、一部の畑ではスプ

リンクラーでの散水で平年並みの生産を見

込む農家がいらっしゃると聞いてございま

す。 

このようなことから、私は８月２５日に

ＪＡびほろに出向き、農作物の状況につい

て確認を行いました。 

その結果、特にジャガイモやタマネギの

被害があり、農家に対して何らかの対策を

すべきではないか、あるいは、干ばつの被

害で全農家に対して、現状の水の実態調査

をしてはどうか等の意見交換をさせていた

だいたところであります。 

そこで、答弁にありました農家全戸に畑

地かんがい排水の希望調査について、町長

は、町として希望調査を実施することは考

えていませんとの答弁ですが、干ばつで大

変な状況の農家を救うことや、畑地かんが

い排水の地元の合意形成を図るためにも、

まずは一つの方法として、私は町が全農家

に対して畑地かんがい排水の希望調査をす

べきと考えますが、なぜ希望調査をしない

のか、町長の考え方をお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 農家の状況につい

ては、私も担当から聞いたり、直接農協の

方とお話をさせていただいて、馬場議員が

おっしゃった状況は理解しているところで

あります。 

食用イモ、男爵であれば、大体７割ぐら

いが加工用に回されているということであ

りますので、普通であれば大体３２％ぐら

いですから、通常７割ぐらいが３割くらい

という話で理解しています。 

このことから、希望を取らないのかとい

うことですが、全農家に対して取るという

考えは持っておりません。なぜそういうふ

うにお話しするかと言いますと、こういう

状況において、干ばつ対策、水の確保は皆

さん必要だという認識であります。農家全

部にあなたは必要ですかと聞いた場合に、

一般的には皆さん必要だと。 

そのときに、美幌町の地形を考えて全て

の場所でできるかと考えた場合に、ただ混

乱を来すだけなので、進めるに当たっては

どういう形でやるか。 

今、事業としては大きく二つやっており

ます。 

御存じのとおり、古梅ダムに関わるもの

として実施が終わったもの、そして、事業

実施中の網走川中央地区をやっていますけ

れども、そのことも含めてほかのところで

陳情が上がっている地域、温ための部分で

もありますので、やはり関係する方々にこ

の何年かの間に、どういう形で用水の確保

をするのかということをきちんと皆さんと

協議して見定めない限り、やみくもに水が

欲しいですかということでは、私はただ混

乱するだけだと思うので、希望の取りまと
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めというか、アンケートはしないというこ

とでありますので、御理解をよろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） そういう意味で

あれば理解いたしました。 

町長おっしゃるとおり、アンケートを取

れば、今未実施のところについては希望が

あるということについては理解いたしまし

た。 

そこで現況について、農協の組合長と専

務とも話したのですけれども、整備されて

いないところについて、どんなかん水対策

をやっているのか。 

例えば、井戸水だとか、川の水道を使っ

たりとか、その現況についての実態調査な

どはどうでしょうか。再度お伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） それぞれが畑にま

くための水をどのように確保しているかと

いう部分については、先ほど言ったように

アンケートという話ではなくて、私も経済

部長を６年以上させていただいております

ので、実態として分かっているつもりであ

ります。 

まずは役場内部、それから関係する人た

ちへの確認、例えば網走川であっても、水

利権を何らかの形で持っていなかったり、

放棄した人達がそこでリールマシンをやる

たびに井戸を掘らなければいけなかった

り、そういうふうにやってこられた実績も

あって、古梅ダムであれば、当時はこうい

う水不足は想定していなかった中で、その

ときの農家の方が負担金のことを考えて希

望しないと、でも世代が代わったときに、

やはり希望したいという実態も聞いていま

すので、先ほどの繰り返しになりますけれ

ども、今、町として、美幌の基幹産業を守

るための水をどう確保していくかというこ

とを、関係する人たちときちんと話して、

方向性をみんなで協議していかなければな

らないと私は思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 農家の現状につ

いて、今までの状況を町としては把握して

いるということについては理解いたしまし

た。 

今の町長の答弁にありましたけれども、

今回質問するに当たって、農作物の干ばつ

被害がかなりあるということで、品質の高

い農産物を安定的に生産するために、地元

で合意形成ができるよう地元関係者と連携

を図り、国等の関係機関に積極的に働きか

けるべきと考えます。 

そういった中で、今、３地区で取り組ま

れていること、取り組んだ経過についても

ありました。 

現在、事業実施中の網走川中央地区以外

の美幌川地区でも畑地かんがい排水の整備

が検討されています。 

具体的には、温ための水田利用が少なく

なったことから、その施設を整備し、畑地

かんがい排水に利用できるようにする計画

で、現在事業化に向けて地元、土地改良区

などで協議を進めていますが、現在の土地

改良区の受益地以外の農家の方から利用し

たいという要望を私は聞いてございます。 

このようなことから、この美幌川地区に

おける新規水利権取得地区及び畑地かんが

いについて、町の対応として、町が中心と

なり農家の聞き取りや取りまとめをすべき

と思いますけれども、町長の考え方をお伺

いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町が中心にそれを

進めるというのは、なかなかエネルギーが

要る話であります。 

先ほど言いましたけれども、そこに関わ

る人、例えば、今の温ための部分でいけ

ば、温ために関わる人たちがそれぞれの役

割で、どういうことをしていけるかという

を協議していかないと、それを町がリーダ
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ーシップをとって、事業化するためにメニ

ューを探したり、要望をしたりというのは

今の体制では難しいと私は思っています。 

そういうことから、それぞれの立場で、

役割を確認した中で物事を進めるしかない

と思っています。そのときには、誰が主に

ということではなくて、その事業がどうや

ってできるかということを考えなければい

けないと思っております。 

そのことも含めて、多分、私の経験で

は、そういう話をしてきたことはないとい

うふうに思っているのです。 

例えば、古梅ダムが最初に進んでおりま

した。次はどうするかと言ったときに、町

全体の給水・排水ということも含めて、何

か私の認識が誤っていたら申し訳ないです

けれども、それぞれの立場のお話を優先し

たりするだけではなくて、これからどうや

っていくかということに向かっていかない

と、なかなか難しいものかなと思います。 

今までの部分でいけば、古梅の後に網走

川中央地区をやっていますけれど、要望が

あったときに次に温ためを中心にした部分

を進められるかと言ったら、これも全く今

のところ未知数であります。 

先に手を挙げたほうがやるのかとなった

ときに、では次はどうなるのだということ

も含めて、今回こういう御質問をいただい

て、もう一度全体で今まで進めてきたこと

を検証する時期に来て、そして、今後いか

に水を確保するかということをみんなで考

えて進める時期かなとは思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 私の質問の町が

中心となるということは、それぞれの関係

機関が集まった中で、町の役割分担はしっ

かりとやっていただきたいということで、

町長の言われたことについては理解いたし

ました。 

それでは、次に質問をさせていただきま

す。 

この美幌川の事業をさらに具体化するに

伴い、今はなかなか言えないと思うのです

けれども、費用の負担が出てくることにな

ります。古梅ダムの畑地かんがい排水事業

においても、町が一部負担しております。

また、現在進めている網走川中央地区につ

いても、町が負担する計画となっていると

いうことでお聞きしています。 

このようなことから、今後における美幌

川地区においても、道営事業等の施設整備

になるかと思いますけれども、古梅ダムあ

るいは網走川中央地区と同様に、町は負担

をすべきと私は思いますけれど、今現在に

おける町長の考え方をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 農家の方々の負担

も含めて、今、国営事業と道営事業があり

まして、道営事業については、どちらかと

いうと農家個人の畑の基盤整備、排水と

か、客土、いろんなことをこれは計画的に

更新しています。 

多分、馬場議員が問題視しているのは、

国営事業で、事業量が大きくなって、か

つ、国の採択に相当なエネルギーを使う。 

今は、どちらかというと美幌町だけでは

なくて、なるべく広域にということが求め

られている事業を、採択のためにどうして

いくかという部分が１番問題なのかなと思

っているのです。 

ですから、そういう部分に対して事業を

するということは、町の負担も出てくると

いう認識は当然持つものであって、全部受

益者イコール農家の方が負担するのは難し

いとは思っています。 

だからこそ、やみくもにやりましょうと

いうことにはならなくて、そのときのそれ

ぞれの判断として、財政状況を見ながら、

どうするという判断をされてきたのかなと

私は思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 町長の先ほどの
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答弁にもありましたが、農家の干ばつ対策

について、水の確保をどうするかというこ

とは進めていきたい。その中で、事業費の

負担についても財政状況を見ながら負担を

検討するということでありました。 

引き続き、農家の方の干ばつに対する水

の確保について、美幌川についてもこのよ

うな検討をされているということを理解し

ていただきたいと思います。 

次に、町長が先ほど言いました古梅ダム

のことについて、若干質問いたします。 

過去の状況ですけれども、古梅ダムを使

って畑地かんがいを実施していることで、

例えば、ビートの平均反収がこれに伴っ

て、当時の資料では反収で４３％、ジャガ

イモでは５８％の反収が上回っているとい

う資料もありました。 

このようなことから、平成２４年６月美

幌町議会定例会において、橋本議員が古梅

ダムの畑地かんがい排水を使っていない受

益地以外の利用についても規制緩和に向

け、町長は積極的に国等の関係機関に働き

かけるべきと一般質問した経過が残ってお

りました。 

そこで、古梅ダムの畑地かんがい排水の

受益地以外の利用について、答弁にありま

す水利権の見直しや、現在の受益者との協

議が必要となり、調査や調整のために期間

と多額の事業費負担が必要になると考えて

おりますとありますが、具体的に国、開発

建設部になると思いますけれども、関係機

関と協議されたのかお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 具体的にはしてい

ないという状況であります。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 答弁に現在事業

実施中の網走川中央地区の事業費負担もあ

り、今後の財政負担に対する長期的な検討

も必要になるため、現状では難しいことに

ついては理解いたします。 

水利権をはじめ、いろいろな問題点があ

り、国等の関係機関との協議に長期間の年

数がかかると思いますので、今、町長から

答弁がありましたけれども、具体的には国

等の関係機関と協議をしていないというこ

となので、これからでも結構ですので、ぜ

ひ長期間の協議が必要だと思いますので、

当面は網走川中央地区の事業が終了するま

で、今から町は対応を期するべきと考えま

すが、町長の考え方をお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今おっしゃったと

おり、今の網走川中央地区の事業実施に合

わせて協議をしていきたいと思います。 

古梅ダムに関わる人たち、流域の方々に

ついては、当時ダムの水を受けるときの状

態と今は変わっていますし、逆に、絶対に

今では許可をこれは受けられないですけれ

ども、例えば、町によっては、上水に引き

込めないだろうかとか、いろいろな状況が

変わってきていることが出てきておりま

す。そういったことを今まではだめという

ことではあったのですけれども、時代背景

を考えた場合、今こういう状況の中で、農

業しっかり守るためには、そういう国の考

えも変えてもらえないかということも含め

て、しっかり取り組む必要があるという認

識は持っております。 

どういうふうにできるかは置いておい

て、努力はしていきたいという気持ちはし

っかり持っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 私も農家の方と

懇談する中で、ぜひやっていただきたいと

いうことでありました。 

古梅ダムについては、農作物の被害対策

と美幌町の農家を守るために、報徳地区に

は新栄農事組合がございますが、１１戸の

農家で、面積が２万８,８４６アールの受益

地の代表者と私と伊藤議員と、令和３年４

月７日に網走開発建設部長、当事は次長だ
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ったのですけれど、お会いして、古梅ダム

の水源による畑地かんがい用水の拡大につ

いて要望書を提出したところであります。

このことについては町に報告いたしまし

た。 

他に利用する農家の方も、このほかにも

いらっしゃるということも聞いてございま

すので、今、町長の御答弁にありましたけ

れども、ぜひしっかりとこのことも入れて

取り組んでいただきたいと思います。 

全体的な考え方ですけれども、この畑地

かんがい排水をすることによって、干ばつ

の被害から農家を守り、品質の高い農産物

を安定的に生産し、経営安定にもつながり

ます。 

町長にあっては、先ほど答弁にありまし

たけれども、町の財政負担も大きく、解決

しなければならない関係機関との協議もあ

りますが、今後、この水の対策について

は、１０年後、２０年後、そして将来的に

大きくは５０年後を見据えた農業の対策の

視野に立って、農家の切実な要望、古梅ダ

ムの畑地かんがいについては、引き続き町

長が先頭に立って、要望に取り組んでいた

だきたいと思います。 

最後になりますけれども、農協と意見交

換をする中で、今回の干ばつによる農家へ

の対策について、町長として具体的にこの

ようなことについて国等に要望していきた

いとか、意見交換の中であったのは、例え

ば共済組合の早期の支払いや、国のセーフ

ティーネットの資金の確保等についてはし

っかりと国等の関係機関に要望したいと意

見交換をさせていただきました。 

現在の町長の考え方をお伺いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほどの畑地かん

がい排水事業については、先ほどの繰り返

しになりますけれども、しっかりと努力し

ていきたいと思いますし、皆さんの協力を

いただきたいという思いでもあります。 

今年の干ばつへの対応の中で、今、町と

して何かというものは持っておりません。 

ただ今回、国に要望しているのが、これ

は農協の要望からの話ではありますけれど

も、要は、災害資金の貸付けがされる対象

になると思います。この貸付けの限度額は

６００万円です。これでは少ないというこ

とで、その最大貸付額を上げてほしいとい

う話をしております。 

金利等については、０.１６％で、余り高

い話ではないので、無利子よりも限度額を

上げてほしいという希望を持たれていると

いうことで、私もそういう話を国というよ

り、自民党の政調会で後からそういう話を

させていただいております。 

今の状況としては、こういう状況であり

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） ぜひ農家の声を

聞いて、町長がおっしゃるとおり、そうい

った制度についても、自民党の移動政調会

でもしたというお話ですので、これからも

農家の声に耳を傾けて取り組んでいただき

たいと思います。 

これについては終わります。 

次に、空き家等対策についてであります

けれども、美幌町空家等対策計画について

何点かお伺いします。 

一つは、平成２９年度に調査した後、再

調査を行っているのか伺います。 

再調査を行っていないのであれば、何年

かごとに再調査すべきと考えますが、現状

についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

現在の空き家の対策につきましては、政

策課で行っております。 

空家計画策定後は、策定前の平成２９年

に職員協力の下、調査をしており、このと

きに実態調査で現地に行って、建物の写
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真、地図、また、外観の状況等を調査した

台帳を整備いたしました。その後は、随

時、建物の状況について確認して、適時机

上でありますけれども台帳を更新していま

す。 

具体的には、固定資産台帳を確認した

り、水道のデータ、公的な確認、また、町

民から寄せられる空き家等の情報を踏まえ

て台帳を更新していくという考え方でおり

ます。 

全町に空き家は１万戸近くありますけれ

ども、毎回それを全てするというのは現実

的ではないと考えておりますので、今後に

つきましても、適時確認して台帳を更新し

ていきたいと考えております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 実態調査を現地

に行ってということはなかなか難しいと思

います。 

ただ、何年か後には現地調査をしなけれ

ばならないと思います。当面は、図上での

確認が必要ということについては理解いた

しました。 

そこで伺います。 

計画の中で、Ｄと判定された倒壊とか崩

壊の可能性の高い空き家については４戸あ

ると資料に載ってございますけれど、これ

までの特定空家になったかも含めて、具体

的な町の対応についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

平成２９年に調査した時点で、町ではＡ

からＤというランク分けをしております。

Ａは現状のまま、空き家ではあるけれども

利用できる。Ｄは、今後倒壊して特定空家

になる恐れがあるということで、Ｄが１番

ひどいわけですけれども、それが４棟ござ

いました。現在の状況については４棟は変

わっておりません。 

町としましては、もちろん特定空家を将

来出さないようにということを目指してい

ますので、このＤの４棟については適正に

管理するように、所有者の方に御説明して

御理解の上、適正な管理をお願いしており

ます。 

１番の目的は、この４棟を特定空家にし

ないということを目指して、今後も啓発を

行っていきたいと思います。 

今後、Ｄになる恐れのあるＣランクにつ

いても同じように、やはり空き家は所有者

の管理が大前提でございますので、所有者

の気持ちを動かして、啓発活動をしていき

たいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） ぜひ、４棟から

増えないように対応をお願いしたいと思い

ます。 

次に、事業の中で令和２年度に実施した

美幌町移住体験住宅整備促進補助事業、私

はこれも空き家対策の一環だと思います。 

その実績と、新聞にも一部出ていました

けれど活用状況、令和３年度以降の事業の

継続について、町長の考え方をお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問がありました、令和２年度の美幌町移住

体験住宅整備促進事業の補助制度によって

整備した３棟の状況でございますけれど

も、令和２年度末に整備しましたので、今

年度の利用から募集しております。 

年度当初に移住体験住宅の募集をいたし

ますが、今年の移住体験住宅の申込みは１

２件ございました。しかしながら、緊急事

態宣言等によって、実際には１件というこ

とで、現在３棟のうち１棟、１件の方が御

利用いただいたという状況でございます。 

この３棟の整備は、昨年度、コロナの交

付金で整備しております。３棟の所有は民

間の方で、年度当初に移住体験住宅として
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利用いただく期間をお貸しいただいて、そ

れ以外の期間は、民間の方が民間の方に貸

すという形を取っております。 

今年度、参考までに１０月以降につきま

しては、この３棟については民間の方がほ

かの方に貸すとお伺いしております。 

なお、今後の見通しですが、町長からも

この３棟について、移住体験住宅として利

用できるように情報発信をしなさいという

指示があって、コロナ禍の中ではあります

けれども、来年度以降もまずは実績を確認

して、今後の整備状況につきましては、こ

の３棟の事業効果を検証した上でないと判

断できないと思っておりますので、御理解

いただければと思います。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） この３棟の状況

について、１棟しか入っていないというこ

とは理解しましたけれども、検証しながら

今後の継続の在り方も含めて、早期に検討

していただきたいと思います。 

次に、美幌町空家等除却事業の今年度の

現時点までの状況についてお聞かせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問がありました、今年度の除却事業の実績

でございます。 

今年度新たに創設しました美幌町空家等

除却事業につきましては、実績としては６

件補助を認定しております。 

内訳につきましては、除却工事のみを行

う一般型と呼ばれるものが３棟、また、除

却工事後に新築の専用住宅を建設していた

だく新築型と呼ばれるものが３棟の計６棟

の実績となっております。 

今年度の５００万円の補助予算のうち、

４５０万円の執行見込みということでござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 最後に、答弁で

新たに本町独自の啓発パンフレットを作成

しとありますので、この具体的な内容につ

いて、再度お聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（斉藤浩司君） ただいま御質

問がありました、町独自のパンフレット作

成でありますが、今年度予算で計上させて

いただいて取り組んでおります。 

これまでは北海道が作成したガイドブッ

ク等を持ち寄って、広く空き家の所有者の

方にＰＲしていましたが、今回、空家除却

事業とか実績がありますので、空き家を持

っている方に直接、こういった空き家を適

正に管理してください、また、空き家を処

理したかった場合については、こういうふ

うに賃貸にしてくださいとか、除却事業が

ありますよとか、美幌の特性に合わせたパ

ンフレットを作成する予定となっておりま

す。 

この作成につきましては、町の附属機関

であります空家等対策協議会、こちらにも

意見を聞きながら、今、校正中でございま

すので、作成次第、空き家のＡからＤラン

クの方をポイントに啓発していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 連日テレビを見

ますと、空き家が放置されている状況があ

ります。 

引き続き、空き家がＤランクにならない

ように、しっかりと対策を講じていただき

たいと思います。 

これについては終わります。 

最後の商店街の街路灯の整備について伺

います。 

１回目の答弁でおおむね理解はいたしま

した。１点だけお伺いします。 

商工会議所所有の街路灯１４０本の無償
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譲渡を受け、ＬＥＤ化すべきについて、町

長の答弁で、商工会議所として各商店街や

自治会と協議の上、街路灯の灯数や防犯灯

への変更など、設置内容を見直していただ

くことが必要と考えておりとありますが、

このことについて、商工会議所と協議され

たのか、１点だけお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、馬場議員か

ら再び御質問をいただいて、１４０灯をＬ

ＥＤ化するということについては、言って

いることはわかるのですけれども、多額の

費用がかかるという中において、町に全部

渡しますということでは、私は進めるのは

難しいと思っています。全て町がやるとい

う作業が出てきます。まずは、会議所とし

て１４０灯を預かっている中で、私どもで

今考えておりますのは、基本的には街路灯

と防犯灯の区別化、それから灯数の問題、

一遍にやらなくても、物によっては継続的

にできるものとか、それから、街路灯にイ

ルミネーションがついていたり、スピーカ

ーがついていたり、そういう問題はどうす

るのかということは、ふだん商店街とか自

治会と管理で関わっている会議所としてき

ちんと整理した中でいただかないと。 

そのために、今、町ではこういうふうに

整理をしてくださいということでお願い

と、私どもも協力させていただきますし、

現地調査も担当で全部しております。そう

いうことをしっかりやった中で、最終的に

町が譲渡を受けるということになると思っ

ております。今の段階で一方的に１４０灯

をもらうという話には全くなっていませ

ん。 

ですから、先ほど言ったように、街路灯

と防犯灯という区別の中で、きちんと皆さ

んに理解してもらわなければ、町がこうし

たときに勝手に何をしているのだという話

にはならないということも含めて、しっか

り会議所に関わっていただいた中で整理を

して、その中で一つの計画を整理して、今

後どうしていきたいかということを明確に

したいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １３番馬場博美さ

ん。 

○１３番（馬場博美君） 最後になりま

す。 

私が現地調査をした中で、１５か所から

１６か所に増えていますので、商工会議所

と早急にこのことについて協議をお願いし

たいということで、私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（大原 昇君） これで、１３番馬

場博美さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１３時０５分といたします。 

午前１１時５１分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時０５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君）〔登壇〕 私は、

宿泊施設の誘致について、ワーケーション

推進について、２項目を順次質問させてい

ただきたいと思います。 

１点目は、宿泊施設の誘致条例の制定に

ついてであります。 

この質問は、平成３０年９月と令和２年

９月定例会において質問させていただきま

した。 

宿泊施設の確保は、町に必要なものとの

認識は共有できており、前回の質問の際に

も、他自治体のホテル誘致における各種優

遇措置の事例を紹介いたしました。 

企業立地促進条例ではなく、宿泊施設誘

致条例制定の提案に対し、町としては個別

の条例がよいとの認識を示されており、有

効な支援の手法など、研究・検討をしたい

と答弁いただきました。 

これまでの検討状況と宿泊施設誘致の取

組状況をお尋ねいたします。 
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ワーケーション施設整備計画についてで

あります。 

令和２年９月の全員協議会において、町

は新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用し、美幌町ワーケーショ

ン推進事業計画に基づき、ワーケーション

拠点施設建設整備事業の積極的な姿勢を説

明されましたが、その後の経過及び今後の

ワーケーション事業をどのように推進され

るのかお尋ねします。 

上士幌町では、令和３年７月に２１年ぶ

りにホテルが開業し、町が整備したシェア

オフィスや観光施設との連携が功を奏し

て、道外企業がカミシホロホテル１５室を

建設し、ワーケーション利用の促進を進め

ています。 

ワーケーションを地域活性化の手段とし

て、交流人口の増加、あるいは若い世代の

移住定住者の増、企業主体のワーケーショ

ン誘致と目的を明確にして、関係者や専門

家の助言を受けながら積極的に取り組むこ

とが必要と考えますが、町の方向性をお尋

ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 上杉議員

の御質問に答弁いたします。 

宿泊施設の誘致についてですが、宿泊施

設誘致条例のほか、有効な支援の手法など

における研究・検討状況についてでありま

すが、ホテル誘致を進めるとともに、潜在

的な宿泊ニーズを把握するため、本年２月

中旬から３月上旬にかけて、町外に本社も

しくは支社・支店を有する町内企業など５

５社に調査を実施し、回収率約８２％、４

５社から回答をいただきました。 

調査結果の主なものとしましては、約８

割の企業において宿泊で出張等に来られる

方がいること、年間に出張等で来町される

方の合計人数は延べ約２,０００人であり、

その約７割が町外に宿泊していること、町

内におけるホテルの必要性については、約

８割の企業から必要、どちらかというと必

要との回答をいただき、宿泊施設の必要性

を再認識したところであります。 

宿泊施設誘致条例の制定につきまして

は、町内で新たに宿泊施設を開業しようと

する事業者が現れた場合に、その事業内容

を検討した上で、最良の支援策を講じてま

いりたいと考えております。 

今後も宿泊施設の誘致につきましては、

長期化する新型コロナウイルス感染症の影

響やこれからの観光動向などを見極め、町

内の関係団体とも協議しながら、本町の立

地条件や観光資源に適した宿泊施設の誘致

に引き続き努めてまいりたいと考えており

ますので、御理解と御協力をお願いいたし

ます。 

次に、ワーケーション推進についてです

が、ワーケーションにつきましては、空港

からのアクセスなど、本町の立地環境や観

光資源を活用することにより、新型コロナ

ウイルス収束後、関係人口の拡大、さらに

は、移住者の増加につながる契機と捉えて

おります。 

北海道においては、北海道型ワーケーシ

ョン導入検討・実証事業の中で、令和２年

９月から１０月の期間、首都圏企業を対象

にニーズ調査を実施しており、約６割の企

業が北海道でのワーケーションに関心があ

り、ワーク施設に求める設備としては、設

備があれば宿泊施設でよいが５割、サテラ

イトオフィスは必須ではないこと、また、

受入れ自治体に求める支援については、旅

費、交通費やワークスペース利用料等への

費用支援との結果でありました。 

本町におきましては、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し

たワーケーション拠点施設建設整備事業に

ついて、事業内容及び手法を整理すること

とし、町内のワークスペースや宿泊施設・

移住体験住宅を活用したワーケーションを

中心に、町と関係の深い企業や興味を示し

ていただいた企業と連携し、町内の関係機

関と協議をしながら進めてまいりたいと考
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えておりますので、御理解をお願いいたし

ます。 

以上、答弁をいたしましたので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） それでは、初め

に宿泊施設の誘致について再質問させてい

ただきます。 

答弁の町外に本社もしくは支社・支店を

有する企業５５社の調査結果では、約８割

の企業からホテルの必要性について、必

要、どちらかといえば必要と回答している

とのことでございました。 

この調査は、どのような項目を調査され

たのかというのと、必要と答えた、どちら

かといえば必要と答えた企業はそれぞれ何

社で何％ぐらいあったのか、お答えいただ

きたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工観光課長 

○商工観光課長（影山俊幸君） ただいま

の御質問ですけれども、宿泊ニーズ調査の

質問項目につきましては、町外から出張、

営業、業務等で来られる方々で宿泊される

方がいるかいないか、また、年間の人数、

それから、いると回答いただいた方、宿泊

される方の割合、出張の多い時期、また、

町内にホテルが必要かどうか、宿泊施設と

してホテルを誘致する場合、どのようなホ

テルが適切か、宿泊施設を誘致する場所と

して適当だと思うところはどこかといった

内容の質問事項となってございます。 

また、二つ目の必要だと思う会社と、ど

ちらかというと必要と答えた会社の部分で

ございますけれども、まず、必要だと思わ

れる会社は２７社、６割を占めてございま

す。また、どちらかというと必要という会

社が９社で、２割を占めてございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 実数として町で

企業に照会をして、美幌の宿泊がどの程度

あるのかを調べられて、いろんな準備をさ

れているということについては承知いたし

ました。 

結果としては、美幌にいろんな形で企業

が営業で出向いたりするときに、やはり美

幌にあれば、北見、網走に泊まらなくても

便利だということから、それぞれ８割の企

業が必要性について理解してくれていると

いうことで、ここはやはり必要性を私も強

く感じるところであります。 

答弁の中では、宿泊施設誘致条例の制定

は町内で新たに宿泊施設を開業しようとす

る事業者が現れた場合に、事業内容を検討

した上で最良の支援策を講じたいという答

弁をいただきましたが、町長は自らの重点

施策の中に、この施策を上げております

が、今回の答弁では、町長の強い意欲が私

には伝わってこなかったのです。伝わって

きませんでした。 

その点で、町長は、現状では具体的な施

策まで踏み込めないという状況について、

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 答弁させていただ

いた内容が弱いという御指摘であります

が、前回、上杉議員から他の自治体の状況

を紹介いただいて、基本的には個別条例と

いう考えを持って、担当とも確認をしたの

ですけれども、条例を美幌に置き換えたフ

レームまではできていないという状況であ

ります。 

ただ、どういう形でつくるかというの

は、いろいろアドバイスをいただいたとき

に資料を全部集めたので、まずはその条例

をつくるためのベースになるものは用意で

きていると思っております。 

そして、今回答弁させていただいた内容

ですけれども、一つは、美幌町としてこう

いう条例をつくって、希望する人は来てく

ださいということも一つの手法ではあるの

ですけれども、それではどういうホテルで
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もいいのかという話になると、このホテル

はだめとか、こういうものはだめというふ

うに選択することはなかなか難しいのかな

と思っています。 

ですから、実際にこういう形で提案した

いとか、こういう形で建てたいという中身

をしっかり見た中で、その内容によって、

条例のベースになるところをどういうふう

に支援するかというものをしっかり盛り込

んだものを皆さんに提案して、それを条例

として認めていただいて、支援するという

ことがいいのかなと、今の段階ではそうい

う認識を持っているところであります。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 卵が先か、鶏が

先かということであると思うのですけれ

ど、町長も答弁されて、その後、行政とし

てもいろいろ調べたということですが、具

体的な優遇措置として、以前の質問の中で

は、自治体によって異なりますけれども、

例えば、建設用地の無償提供であるとか、

借地であれば賃貸料の助成、それから、固

定資産税の減免、上下水道料の減免、中に

は建設費の一部助成、それから新たに雇用

が生まれる場合に奨励金を出すということ

について、前回も御説明させていただきま

した。 

１年たって、町長の今の答弁ですと、基

本的には私が話したように、個別条例の必

要性については町長も理解されておりま

す。フレームまではできていないというこ

とですけれども。 

先ほどの話で町長は、どのような希望を

持って美幌町にホテルを建てたいのか、そ

ういう内容を企業側から聞いた上で、それ

に沿った支援策が現状では必要だというこ

とで、まだそういったものが具体的に出て

きていない中では、今は決めかねるという

ことだったのですけれども、私は、美幌は

北見、網走の中間に位置していて、立地の

よさはありますけれども、両市に近いとい

うことから、最低でもビジネス系のホテル

が必要ではないかと思うのです。そういっ

た面では、私は、先に美幌町として先ほど

申し上げたものを全部やるということでな

く、検討していただいて、どのような優遇

措置を講ずるべきなのかということを行政

内部で十分議論しながら組み立てていただ

いて、それを最初に情報発信していく、そ

のことが誘致につながってくるのではない

のかと。 

これは、いろんな施策をやっていくとき

に、今は新型コロナの感染状況が落ち着い

てきていますけれど、この先短期間で収束

するとか、そういうことはなくて、どなた

かの答弁にもありましたウィズコロナとい

う、そういった環境の中でまちづくりをど

う進めていくかという意味で言えば、やは

り宿泊施設の必要性は、町長も私も十分認

識しながら重点施策に掲げていますので、

そういう中で、町の財政状況も勘案しなが

ら、早急に具体的な優遇措置を打ち出し

て、そういう情報発信をすることによっ

て、可能性が見えてくるのかなと思いま

す。 

町長としては、まずはどこかの企業が手

を挙げてくれなければ、そういう内容を煮

詰めていくことにならないのかどうか、そ

の辺について再度お答えいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まず、希望される

方に対する優遇策については、具体的に項

目として拾ってみました。原課も項目は拾

っています。 

今御指摘いただいたように、どういうこ

とを美幌はやるということは、やはり詰め

ていかなければいけない。来たら詰めます

ではなくて、まずは、こういうことは考え

ていますという話をするにしても、今指摘

されたことはしっかりしなければいけない

と認識しています。 

ただ、そこまでは絞り込んでいないとい
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うのが今の実情であります。 

あと、どういうホテルがというのは、い

ろいろな人にお会いしたときには希望を言

わせていただいております。 

北見、網走の中間地点にあって、両市は

非常にホテルが多くなってきている。ビジ

ネスホテルはたくさんあって、美幌は中間

地点にある町として、ビジネスホテルは基

本的にはいりませんと言っております。 

ですから、ベースはビジネスホテルのベ

ースにプラスアルファをしてほしい。都市

ホテルというか、シティホテルという表現

をすると誤解を受けるのですけれど、そこ

までは望まなくても、ビジネスは私どもで

は好んでおりませんというのは、可能性が

あるようなときには言わせていただいて、

もしベースがビジネスだとしても、少し大

きめにつくってほしいとか、その中にゲス

トルームみたいなものを、何部屋であれば

何部屋ぐらいつくってほしいとか、そうい

う具体的な話はさせていただいて、ホテル

ということであれば、私の最優先課題なの

で何とか協力をお願いできませんかという

話はさせていただいている状況でありま

す。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私は、最低でも

ビジネスホテルは必要ではないかというこ

とで、町長としては、ビジネスホテルをグ

レードアップしたいろんな機能を求めた、

そういう事業者を求めたいということでお

考えのようです。 

ワーケーションの中で紹介したように、

上士幌で２１年ぶりにホテルが開業したと

いうことで、ルイス・ミッシェルという会

社ですけれども、ここは１５室で、ツイン

で泊まれますので最大３０人ですが、２億

円で整備をして、町は土地のあっせんだけ

を頼まれたということです。役場のＩＣＴ

推進室の方が担当だったので、電話照会を

したところ、すごくありがたい企業が進出

してくれたということで、ここはそれほど

グレードの高いホテルではないのですが、

それでも料金は、朝食がついて税込み８,８

００円ですから、ビジネスホテルの一般的

な料金からいくとそんなに安いわけではな

いと思います。 

ヒアリングでわかったのですけれども、

帯広空港から駅まではリムジンバスで来

て、このホテルで電気自動車を用意して、

ホテル宿泊者を無料で送迎するということ

を行政の支援なしでホテルとしてやったり

とか、それから、スマートチェックインと

いうことで、玄関や客室に入るときに顔認

証をするとか、最新型のいろんな対応がで

きていることや、泊まる方の利便性を考え

ながら、客室にデリバリーボックスの入り

口を設けるとか、行政ではそれを目的に支

援しているわけではないですけれども、建

った場所の近くにコインランドリーがあっ

たり、町のシェアオフィスがあったり、ま

た、町内の企業でカーシェアリングも近く

で手配できると、このようなことも加味し

て、多分この企業が進出したのだと思うの

です。 

町長は、先ほどゲストルームとか、いろ

んなアイデアも加味したホテルと言われま

したが、私は、どういうグレードとか、ど

んな機能までは考えていないですけれど

も、やはり優遇策を出すことで、コロナ禍

ではありますけれども、美幌のこの立地、

空港から近いとか、いろんなことを考慮し

て検討するきっかけ作りには、ぜひ優遇策

を煮詰めていきたいということでしたの

で、この辺の時期のめどは、町長の任期は

我々と同じですから、折り返しであと１年

半ということですけれども、重点施策とし

て、この辺の優遇策のめどを、例えば、令

和４年度ぐらいまでには固めていくのかど

うか、その辺の時期的なめどがあれば、お

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私も、今上杉議員
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がおっしゃったとおり、任期とすればあと

１年半という状況であります。 

そういったことを考えれば、令和４年度

までにというか、今年ぐらいには中身の詰

めをしなければいけないと思っておりま

す。 

あとは、これからウィズコロナ、アフタ

ーコロナを意識した中においては、今回ア

ンケートをやった中でいけば、町の潜在的

な宿泊数は２,０００人ぐらいいるというこ

とで、大体どれぐらいの大きさというお話

しもできるということでは、よいアンケー

トを取って、まとめたと思っていますの

で、優遇策等については、できれば今年中

にはしっかりまとめた中で、一歩踏み込ん

だ行動を取れればいいかなと思っていま

す。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） そういった面で

は、積極的にいろんな優遇策を担当部署に

指示しながら取り組まれるということで、

私も評価していきたいと思います。 

いずれにしても、町長はいろんな人脈を

お持ちですから、いろんなことをしている

のですが、地元の関係する機関の皆さんだ

とか、あるいは、私はよく話すことですけ

れども、美幌ふるさと会などで応援してく

れる方にも、今までもホテルがほしいとい

うことは町長もいろんな場面でお話しして

いるでしょうけれど、こういう優遇策を用

意して、手を挙げるところを募集したいと

いうことも含めて、情報発信をしていくの

には、優遇策が具体化すれば、より発信力

があるかと思いますので、私は、ふるさと

美幌にふるさとでなくても美幌に期待する

方とか、美幌という町に関心を持っている

企業の方々、そういう人の心を動かすのが

平野町長なのだろうと思うのです。 

ですから、重点施策に上げていますか

ら、町長の重点施策はたくさんありますか

ら、その中でどれに順位をつけるというこ

とではないですけど、町長の情熱が相手側

に伝わっていかなければ、企業も人も動か

ないと思いますので、３年度中には方向

性、内容を煮詰めたいということですの

で、再度、町長の強い決意をお伺いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 町の方々にお会い

して、いろいろとお話しをする際に、皆さ

んにホテルとは言われています。 

そういう意味では、今年度中の早い時期

に、今リストアップしている優遇策を絞り

込んで、こういうものを美幌としては考え

ていると言える状況にした中で、興味を持

っていただける会社等としっかりお話をし

ていきたいと思います。 

私が参考にしていたのは、小規模な話で

あれば陸別のホテルですし、今回、上杉議

員に質問いただきましたカミシホロホテル

も非常にすてきだと思います。 

非常にＩＴ化が進んでいて、中身のグレ

ードというよりも、考え方とか、システム

的なものと建設費が参考になるものという

ことで、私も非常に注目しているところで

あります。 

すみません。私、今、陸別と言いました

けれど、足寄でございます。訂正させてく

ださい。 

足寄の商工会の会長の関係で建てたホテ

ルでございます。訂正させていただきま

す。 

その足寄のホテルとか、それから今回の

カミシホロホテルをしっかり参考にしなが

ら、私の知り合いも含めて、また、地元で

関わってもらうことができるかということ

も含めて、積極的にやっていきたいと思っ

ております。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 町長の強い熱意

は伝わってまいりました。 

今年度中に優遇措置をリストアップして
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いるものを絞り込んで、固めていきたいと

いうことですので、この項目の最後にしま

すが、それを受けて任期中、ですから令和

４年度には誘致条例が議会側に提案される

という時期的なめどとして理解してよろし

いでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 任期中という話を

しておりますので、令和４年度に条例を出

したいと考えております。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 次に、ワーケー

ションの推進について再質問させていただ

きます。 

最初に質問したとおり、昨年９月に町長

の強い思いで全員協議会に提案されて、議

会内でもその説明を聞いて、町長の強い意

欲を感じたのですが、それが何となく弱ま

って、ずっと鳴りを潜めていたということ

で、そのとき町長は財源的なこともあった

だろうと思いますが、その時点で強い意志

を持っていましたけれども、ここまで時間

がかかって、答弁では今後いろいろ検討し

ていきたいということですけれども、そこ

に至った経緯が、その辺をもし明らかにで

きれば、お話しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ワーケーションの

推進については、私は基本的には拠点施設

が必要だという強い思いがありました。 

その中で何が問題かとなると、町がそう

いうものを建設する場合には財源が必要で

あり、今回、コロナ禍でそういう事業に対

してお金を使っていいですよということ

で、施設を建てたい。言うならば、そこで

仕事もでき、かつ宿泊もできるという思い

でありました。 

今回、他の事例を見て、それから、今の

ワーケーションの進み方を見る中でこの頃

思っているのは、ワーケーションが非常に

はやっているのですけれども、本当にこれ

が定着するかどうかということで、今疑問

に思っております。 

なぜそういう思いを持ったかというと、

私は昔、移住定住の担当をしたときに、団

塊の世代の移住定住ということが叫ばれ

て、いち早く美幌はやりました。自分も研

究会に入ってやったのですが、そのときに

は団塊の世代が地方に相当動くだろうと、

そういう考えを持っていたのですけれど

も、風は吹きませんでした。当時それをや

った人たちと反省をする中で思ったのは、

そういうふうに道も進みかけたのですけれ

ど、結果的に全くでした。 

ですから、本来のワーケーションという

部分を考えた場合に、今企業等がやってい

るのは、一つの企業、会社に行って仕事を

するというイメージから自宅でという概念

で、会社が地方へ来て、そこで仕事をずっ

とやるということに関しては、なかなかそ

れは進まないだろうと。特に特定の人でな

く、不特定の人が動くというのは非常に難

しいだろうと、これはデータ的にどこでも

そういう認識をしています。 

ですから、私は、お金があって、町が建

てたというふうに置いておけるのであれ

ば、それも一つの方法ですけれど、建てた

以上、当然利用率がどうか、維持管理はど

うだと考えるのであれば、今はあえてそこ

まで町のお金を使う必要がないという考え

を持っています。 

ですから、既存の中でワーケーションを

どうするかということに頭を絞る。本質的

なことを考えれば、移住施策とか、滞在型

の観光とか、そこにとどまるとか、そうい

うことにしっかりとシフトして、ここをし

っかりやれば、それに付随してワーケーシ

ョンという言葉に対する人の動きはついて

くるのではないかというのが、今の率直な

私の考え方です。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 町長の９月の強
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い思いから、今お話しいただいたように、

自分なりのワーケーションの取り組む課題

について整理をされて、現状に至っている

ということはわかりました。 

美幌町として取り組むに当たって１番重

視するのは、移住定住者を増やすことなの

か、あるいは、今町長も言っていました企

業主体のワーケーションということでやっ

ていくのか、もちろんワーケーションは一

つの効果だけではないですから、いろんな

効果があることはわかるのですが、美幌町

としてどこに重きを置いて取り組むかによ

って、その取組、あるいは施設の考え方も

変わってくると思うのです。 

私は移住定住者の増というところに目標

を持って取り組むべきでないかと。 

町長が答弁したように、いわゆる団塊の

世代が定年後に地方に出向くという動きは

期待したほどないということで、逆に今は

コロナ禍でもありますので、若い世代がい

ろんな形でワーケーションを通じて、その

地域が気に入ったらそこに本格的に移住定

住するという、そういう動きも出てきてい

ますので、そういった面で、町長として重

視するのは、どちらなのですか。企業向け

なのか、それとも若い世代の移住定住を期

待しながらワーケーションに取り組むべき

と考えるのか、その辺はどのような考え方

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ベースになるの

は、美幌に少しでも多くの人が来てほし

い、その結果、その中から移住定住に結び

つくことがベストなことだと思うのです。 

その対象となる人は個人なのか、組織な

のか、地方で仕事をするという形を考えた

場合には、移住定住と必ずしもイコールで

はないですけれども、そういう企業が現れ

ること、例えば、ふだん美幌に関わってい

るとか、何かで知り合いになって、美幌を

非常に気に入ってくれて、美幌で会社の分

室まではいかないけれども、そういう動き

でいけば、新宮商行が古梅の施設を改修し

て、今までも施設としてあったのですけれ

ど、自分達も積極的にこちらに来たい。か

つ、地元に開放するので、空いているとき

は使ってほしいと言っていただいて、今改

修をしております。 

あわせて、何年かで町にも支援のための

御寄附をいただけるという話を詰めている

ところであります。 

そういった中でいけば、人がたくさん来

てもらうという手法の中で、ワーケーショ

ンという概念の捉え方をするならば、私は

個人対象よりも、どちらかというと企業を

対象に積極的にやって、もしその企業が何

か施設をつくりたいとなれば、国の制度で

つくって、かつ維持管理も企業側が責任を

持ってやるというやり方が１番いいのかな

と思っています。 

ですから、移住定住のことと、企業にど

う関わっていただくかということをつなげ

ての説明はしづらいですけれども、分け方

としては、私は今そういうふうに考えてお

ります。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 町長のその辺の

思いは分かりました。 

当初は、財源としてコロナ対策のお金を

使えるということで町長も判断されて提案

したのでしょうけれど、もちろん財源がな

ければできないわけですけれども、必ずし

も高い費用をかけて、ワーケーションの拠

点施設をつくるということだけではなく

て、それこそ、町なかの空き家を活用し

て、リフォームするとか、そういったこと

も選択肢であると思いますし、そういった

面では、前のような５,０００万円くらいか

けて、一議員から見ても坪単価がすごく高

いという、どうしても公共でやるのでやむ

を得ない部分はあるのですけれども、町内

の民間の空き施設を改修しながらやれば、

その拠点施設の整備はできるかと思いま
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す。 

その辺の見極めというか、新築でいくべ

きなのか、それとも空いているものをうま

く活用しながら、企業とタイアップして拠

点設備ができないかとか、その辺につい

て、今の時点で町長の考え方があれば、お

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 施設整備のお話を

させていただければ、大きくは町がどう関

わるかによって、町が建設するか、町の施

設を活用するか、どちらかというと町の施

設を活用していただいて、町が施設をつく

るという考えは今は持っておりません。 

ですから、公共施設の活用とか、部分修

繕、部分修繕ということで想定しているの

はＩＣＴ環境をどうつくるかということで

ありますので、町民会館とか、みどりの

村、マナセン、そういうものを考えれば、

場所としては提供できる。峠の湯の空いて

いるところも使えると思っております。 

もし、専用施設を考えた場合にどうする

かという部分では、どちらかというと企業

がそういうものをつくりたいときに、さっ

きの繰り返しになりますけれども、町が国

の補助を使って支援をする。民間が管理す

るということになった場合には、民間の新

設はあり得るのかなと思っています。 

町の施設の活用を一つのベースとするな

らば、もう一方のベースというのは、民間

の施設の活用となれば、これはあくまでも

オーナーの戦略というか、こういうふうに

していきたいと、利用促進に対してこうい

うことをやりたいので、町で何か支援をし

てくれないかとか、そういうことについて

は考えていってもいいと思っています。 

ほかの事例を見ると、全て民間で、町が

というよりも、こういう形で応援してもら

えないかという形になっていて、そういう

関わりをふだんから企業とか、個人を入れ

てもいいと思いますけれど、私だけではな

く、美幌の町民が、関わりをどれだけ持て

るかということがポイントかなとは常日頃

思っております。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私は先ほども話

しましたように、町なかの有効な施設を改

修したり、ハード整備をして使うことがコ

スト面でもすごく大事なことだと思うので

す。 

先ほど上士幌の例を挙げましたけれど

も、ワーケーションの利用者は一般の観光

客より滞在が長くて、例えば、スーパーで

あるとか、コインランドリーに行ったり、

飲食店に行くとか、図書館や博物館に行く

とか、そういった面で幅広い行動が出てき

ますので、町民と接する機会が多くなりま

すので、今後煮詰めていくときに、一般的

に行政が関わる関係機関ばかりではなく

て、住民の皆さんとの関わり、そういった

ことが美幌町にとって必要ですということ

を町民に対しても丁寧に説明して、町民に

も理解していただきながら、外から来る人

を町民を挙げて歓迎していくという、そう

いう形の中でワーケーションも取り組んで

いくことが必要なのかなと思います。 

町の移住定住情報サイト、これは町でし

っかり取り組んでいただいて、私も見せて

いただきましたけれども、移住者の実際の

生活の様子だとか、移住体験者の思い出ノ

ートだとか、実際に移住支援の制度だと

か、雇用の情報だとか、また、オンライン

の相談予約だとか、サイトがしっかり整備

されて見やすくなっていますので、こうい

う情報発信をこれからもしていくことがす

ごく大事だと思います。そういった面で、

こういうサイトをしっかり新たに整備して

くれたことは、町にとっても非常によいこ

とだと思います。 

ワーケーションは、私の見方ですけれど

も、どちらかというと若い世代の方が異業

種でいろいろ集まって、作業場を共有する

中で、カフェ的な雰囲気もあったりして、
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そういう中で、Ｗｉ－Ｆｉだとか、コピー

だとか、最低限の設備が整備されていれ

ば、若い世代もそういう情報を見ながら美

幌に相談をするとか、そういった機会につ

ながってくるかと思います。 

先ほどの答弁でも、利用するときに助成

をしてほしいとか、交通費の助成まで入っ

ているとは知りませんでしたけれども、い

ろんなニーズがありますから、そういった

ことを総合的に整理していきながら、町長

の言うように、町の施設の活用、あるいは

民間施設を活用して、先ほど馬場議員の質

問にもありましたが、既に美幌町は移住体

験住宅３か所が今年から動いていますの

で、そういったところと連携を取っていき

ながら、決して美幌町にないわけではあり

ませんので、そういう施設も活用しなが

ら、持ち主の方と十分連携して、とにかく

情報発信をしっかりしていきながら、美幌

に興味のある方に対して、こういうサイト

を通じて積極的な相談に応じていくことに

よって、私は可能性は十分あるなと。 

コロナ禍ですけれども、逆にコロナ禍だ

からこそこういったことに力を入れて取り

組んでいくことで、町も元気になってく

る。そんな感じがいたしますので、町長は

いろいろと検討されているようですけれど

も、施設整備という目標年度は、いつごろ

を考えておられるのか、その辺についてわ

かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 施設整備という話

でありますけれども、基本的には町が施設

整備をしていくという考えは、先ほどもお

話ししたとおり、持っておりません。核に

なる施設をつくるという考えは持っており

ません。 

町として、今いろいろと御指摘、それか

らアドバイスをいただいたとおり、行政だ

けではなくて、町を挙げてそれぞれの持つ

ネットワークをしっかり結集すること、情

報を得て、みんなが同じ情報として発信で

きるような体制はしっかりつくっていかな

ければならないと思っています。 

ベースとなるのは、まずは美幌に来てい

ただく人を多くする。その結果、その人た

ちのうち移住や定住につながればいいし、

一つの手法として、ワーケーションという

形の中で来る方、それから、農業をしっか

りやりたいとこちらに来る方、そういうパ

ターン、方法論の区分けかなと思います

し、逆に、何か事業をやる場合に対して

は、うまく国の制度を使うための分け方を

すればいいだけの話なのかなと思っていま

す。 

ですから、ベースになるものを揺るぎな

くしっかり皆さんと共有すれば、こういう

補助金で民間を支援したいのであれば、ワ

ーケーションという切り口で施設をつくり

ましょうとか、それを民間がつくるときに

支援しましょうというような形なのかなと

思っています。 

つい最近、遠軽町もワーケーションとい

うか、補助金をもらってやっている話を町

長から聞いた中でいけば、民間と町と、そ

れから町の人が関わって、こんなものがで

きないだろうかということであって、急に

何かが湧いてくる話ではないので、美幌も

そういう関係を今まで持っている人たちを

大切にして、しっかり結びついていけば、

道は開けると思いますとアドバイスをもら

っていて、私も本当にそう思っていますの

で、しっかり残りの任期でやれることはや

りたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 昨年９月から、

町長もその間、ワーケーションの全国的な

動きや進み方を見ながら軌道修正して、町

が多額の経費を投入して新設で拠点施設を

つくるということではなくて、町にある公

共施設で空いたところがあれば、そういっ

たところの活用も進めるし、あるいは、民

間企業のワーケーションに対して理解を示
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して、整備したいところにはいろんな支援

をしていくということです。 

いずれにしても、先ほどからお話しして

いるように、そういう環境が美幌町は整っ

ていて、こういう形で歓迎しますという情

報発信を、ぜひワーケーションの部分でも

しっかり取り組んでいただいて、今、コロ

ナ禍で本当に残念な部分もありますけれど

も、この３か所の移住体験住宅もワーケー

ションとして使っても何ら問題ない話です

から、そういった面で、美幌町にあるこれ

らの有効な施設をもっと稼働率が高くなる

ように情報発信していくことで、ワーケー

ションに関心がある方が美幌にアクセスし

てくれる。 

平野町長もいろんな形で若い世代の子育

てだとか、医療、福祉、教育とか、そうい

った総合的な施策を取りながら、しっかり

応援したいという施策を美幌町は持ってい

ます。 

もちろん、議員の立場から言えば、もっ

と充実してほしい施策もありますけれど

も、そういった情報をしっかり打ち出しな

がら、お互い残り１年半の任期ですけれど

も、そういった部分でワーケーションの取

組についても令和４年度に向けて一定の方

向を示していただくよう期待して、私の質

問を終わりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） しっかり進めてい

きたいと思います。 

ホテルについて答弁をさせていただいた

中で、私が言ったことで矛盾がある部分に

ついて、内部から指摘がありましたので、

確認をさせていただきます。すみません。 

１回目の答弁では、事業者が現れた場合

に、その事業内容を検討した上で最良の支

援策をという話の中で、ある程度どういう

支援をするかということで条例を考えてい

くという話をしてきました。 

令和４年度に条例を提案していきたいと

いう話の中で、そうなると最良とはどれが

いいのかということで、答弁と矛盾を生じ

る部分があるので、私は任期中にある程度

めどが立つ、ホテル事業者が現れたときに

条例を出したいというふうに訂正させてい

ただきたいと思います。 

ただ、見通しがない中で、自分の任期中

にこういう条例を出して、こういうふうに

したいというのは、余りにも無責任ではな

いかと思っていますので、しっかりこうい

う支援をしていきたいということを詰めた

中で、そういう事業者が現れたときに、そ

のことを含めて条例を出したいというふう

に訂正させていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） これで、１１番上

杉晃央さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１４時１０分といたします。 

午後 ２時００分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

７番坂田美栄子さん。 

○７番（坂田美栄子君）〔登壇〕 私は、

教育行政について、２点質問させていただ

きます。 

まず一つ目です。 

学校給食の安全・安心対策について。 

偏食や朝食を取らずに登校するなどの食

生活の乱れや肥満・痩身傾向など、子供た

ちの健康を取り巻く問題が深刻化する中、

平成１７年に食育基本法が施行され、本年

から５か年間の第４次食育推進基本計画が

制定されました。 

文部科学省は、子供たちが食に関する正

しい知識と望ましい食習慣を身につけるこ

とができるよう、学校においても積極的に

食育に取り組むこととし、学校給食への地

場産物の活用などの取組を増やすという目

標に力を注いでいます。 

栄養教諭による地場産物に係る食に関す
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る指導をはじめ、地場産物を使って終わり

ではなく、子供の教育に生かしていくこと

を踏まえて、具体的な目標を設定すること

とされていますが、子供たちの給食の安

全・安心をどう守るかが課題でもありま

す。 

町として、第４次食育推進基本計画をど

う推進していくのか、考えをお示しくださ

い。 

２点目です。 

生命の安全教育についてです。 

近年、社会環境の変化や情報化社会の進

展により、児童・生徒を取り巻く環境は大

きく変化しています。 

インターネット上には、性に関する情報

が氾濫し、様々な情報を容易に入手できる

とともに、ＳＮＳ等を介して性犯罪に巻き

込まれる実態が浮き彫りになっています。 

政府が昨年、性犯罪・性暴力対策の強化

の方針で掲げた生命の安全教育は、子供た

ちが性暴力の被害者・加害者・傍観者にな

らないようにするための啓発活動として、

学校教育の中で取り組むことになりました

が、これまでの性教育と生命の安全教育の

違い、学習指導要領における位置づけ、現

状と課題についてお伺いします。 

第１回目の質問はこれで終わります。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 坂田議

員の御質問にお答えいたします。 

学校給食の安全・安心対策について。 

第４次食育推進基本計画は、食育基本法

第１６条第１項に基づき、令和３年３月３

１日の第８回食育推進会議において決定さ

れました。 

令和３年度から令和７年度までの５年間

の計画期間で、その間、政府においては、

本計画に基づいて食育の推進に関する施策

の総合的かつ計画的な推進を図ることとし

ており、教育分野においても、学校におけ

る取組をはじめ、食育の推進を図ることと

しております。 

本計画は、食育に関心を持っている国民

を増やすなど、全部で１６の目標が掲げら

れており、その中には、栄養教諭による地

場産物に係る食に関する指導の取組回数を

増やす、学校給食における地場産物や国産

食材を使用する割合を増やすというものが

あります。 

御質問の町として第４次食育推進基本計

画をどう推進していくのかでありますが、

各小中学校においては、教育課程における

食に関する年間指導計画に基づき、児童生

徒が自ら食生活に関心を持ち、食に関する

知識と食を選択する能力を身につけ、生涯

にわたって健康で充実した生活を送ること

ができるよう指導していくとともに、栄養

教諭による学校訪問指導を充実させ、地場

産物や国産食材の使用割合を引き続き維

持・向上することで、子供たちの給食の安

全・安心に努めているところであります。 

主な取組としましては、給食と食に関す

る年間指導計画を策定し、家庭科や保健な

どの授業を通じ、給食の食べ方、食事のマ

ナー、正しい食事の仕方、栄養に関するこ

とを学び、校外学習や体験を通して、食の

大切さや感謝の気持ちを育む活動を全学年

で行っております。 

また、学校給食は生きた食育の教材と位

置づけられており、一例を挙げますと、毎

年アスパラガスを御寄贈いただいた際は、

児童生徒の理解を深めるための取組とし

て、栄養教諭が美幌町で生産されるアスパ

ラガスの種類や栄養を記載したチラシを作

成し、各小中学校に配布しているところで

あります。 

今後とも、学校給食を通じて児童生徒の

健全な心身の育成に努めてまいりますの

で、御理解賜りますようお願いいたしま

す。 

次に、生命の安全教育についての御質問

ですが、学校教育におけるこれまでの性教

育につきましては、小学校低学年から道徳

や保健体育の授業などで学校教育活動全体
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を通し、命の大切さをはじめとして、思春

期の体と心の変化、また、エイズの予防な

ど、性に関する科学的知識を理解させると

ともに、人間尊重、男女平等の精神の下、

正しい異性観を持ち、望ましい行動を取る

ことができるよう指導しております。 

一方、生命の安全教育は、性犯罪・性暴

力の根絶に向けて、子供たちが性暴力の加

害者、被害者、傍観者にならないよう命の

尊さを学び、性暴力の根底にある誤った認

識や行動、また、性暴力が及ぼす影響など

を正しく理解した上で、命を大切にする考

えや、自分や相手、一人一人を尊重する態

度等を発達段階に応じて身につけることを

目指し、全国の学校において推進すること

とされております。 

学習指導要領への位置づけにつきまして

は、生命の安全教育の推進が決定されたの

が昨年であり、平成２９年に決定された現

在の学習指導要領には位置づけられており

ませんが、児童生徒の発達の段階や学校の

状況を踏まえて、文部科学省で作成された

教材・指導の手引きを活用し、教育課程内

外の様々な活動を通じて、性暴力被害防止

に向けた取組を実施することとされており

ます。 

学校では教科書などに位置づけられてお

らず、生命の安全教育の時間確保が難しい

のが現状であり、課題でもありますが、子

供たちが性犯罪や性暴力の加害者や被害者

とならないよう、自分の身を守ることの重

要性や、不審者について行かないなどの防

犯指導、嫌なことは嫌と言う、相手が嫌と

言うことはしないという認識の醸成、ま

た、身近にいる信頼できる大人に相談する

ことの必要性などについて、指導の充実を

図ってまいります。 

以上、お答え申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） それでは、学校

給食の安全・安心対策の再質問をさせてい

ただきます。 

美幌町では食育基本法に基づき、食に関

わってこれまでも地場産食材の活用などは

もちろんですが、様々な活動について取り

組まれていることについては十分理解して

いるところです。 

１日３回のうちの１回の食事ではありま

すが、給食の役割は非常に大きいものがあ

ります。特に、小学校低学年の頃は、野菜

や魚も好き嫌いが多く、体調への影響も心

配の一つとされているところです。 

文科省としては、特に子供の食に関わる

部分を重要視して、今回、追加見直しがあ

った項目の中でも、学校給食における地場

産物を活用した取組等を増やすという目的

で力を注いでいるのが表れているところだ

と思うのですが、今回の見直しの中で、具

体的な目標値に、栄養教諭による地場産物

に係る食に関する指導の平均取組回数まで

示されている状況にあることは御存じのこ

とと思います。そういう状況を踏まえて、

美幌の給食の時間等を利用した中で、その

回数をこなしていくことができるのか、ま

ず一つ質問させていただきたいです。 

それから、地場産物の使用割合は３０％

以上を目標に国としては挙げておりました

けれど、困難な地域が多いことから、今年

度、新たに学校給食地場産促進事業を立ち

上げて、学校側と生産流通側の調整役とし

て仕組みづくりを担うコーディネーターの

配置や、必要となる経費について国から予

算が出るという仕組みがつくり上げられま

したが、このことを受けて、町としては今

後どのような活動をしていくのかについて

お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） まず一つ目の栄

養教諭の食育の関係でございますが、美幌

町におきましては、栄養教諭を１名配置し

ております。また、栄養教諭が給食センタ

ーに常駐しているということで、連携が密
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に取れている状況であります。 

そのような中で、栄養教諭による食育事

業でありますが、令和２年度におきまして

は、新型コロナウイルスの関係がございま

してなかなか進んでおりませんが、全学校

でいきますと延べ９回実施している状況で

ございます。 

これは今後も積極的に進めて、なお一層

の充実を図っていければと思っておりま

す。 

今回少なくなった理由としましては、栄

養教諭のほかに、これまでは美幌高校の生

徒に参画いただいていた分がありますけれ

ども、その分がコロナでできなくなったこ

とも減少している理由でございます。 

二つ目の地元産の農産物の使用状況でご

ざいますが、本町は農業を基幹産業として

いること、さらには毎年ＪＡから給食用の

食材をたくさん御寄贈いただいているとい

うこともありまして、非常に高い割合で推

移しているところでございます。 

令和２年度におきましては、全体の５５.

９％となっている状況であります。 

この率につきましては、平成３０年度は

約６割ありまして、そこから比べると若干

下がっていますけれども、こちらにつきま

しては、新型コロナウイルス対策事業とし

て、国において、例えば北海道産のホタテ

だとか、牛肉だとか、そういったものを別

途調達させていただいておりますので、そ

の兼ね合いから地場産の比率が若干下がっ

ているという状況でございます。 

今後も地場産の作物については、見積り

依頼だとか、そういったときにも明記して

おりますので、より一層地場産の活用につ

いて推進していきたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今答弁いただき

ましたので、十分理解をしているところも

あります。 

ただ、今回の第４次食育推進基本計画を

新たに出された中においては、最も重要視

したいのが子供たちの食育、そういう取組

を今まで以上にやってほしいという思いが

一つと、それから、地場産物を促進する、

利活用するということが主な目的ではない

かと思うのです。 

というのは、生産者の所得向上、家庭で

の食卓にもつなげられる、それから、スー

パーの販売など、農林水産省では産地や生

産者を意識して食品を選ぶ国民を増やすと

いう大きな目標があったのではないかと理

解しているところです。学校給食で使われ

ている安心・安全の食を家庭にも普及させ

るという大きな命題だったのかなと理解し

ているところです。 

それに合わせて食品ロス、それから、取

組をすることによってのメリットが大きな

ものがあるという解釈でいたのですが、地

域産業にまでつなげる取組は、学校給食を

通してどこまで関連づけできるのかは非常

に難しいところかと思うのですが、そうい

うことに関して考え方がもしありました

ら、お聞かせいただきたいと思うのです

が、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 地域産業との関

係でございますが、１回目で答弁をさせて

いただきました、アスパラガスを寄贈いた

だいたときに、栄養教諭が作成したチラシ

を配って、給食のときに各担任からお話を

していただくということでありますけれど

も、それにつきましても、町内のアスパラ

の作付状況だとか、アスパラに関連する企

業の状況だとか、そういったことを織りま

ぜたストーリー的に話をしていただいてい

るという状況でございます。 

また、食品ロスの関係もありましたけれ

ども、各家庭に対しまして、栄養教諭が作

成した食に関するアンケートがございま

す。 

こちらを家庭に持ち帰ったときに、献立
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だとか、アンケートに親子で回答していた

だく中で、例えばどういった好き嫌いがあ

るかだとか、そういった傾向をつかむとと

もに、毎月、各保護者・児童生徒宛てに出

しております給食だより、こういったとこ

ろでもコラム的に地場産品のことについて

盛り込んでいる状況でございます。 

また、小学校４年生では副読本を使って

美幌について学んでいるところでございま

すが、その中でも、地場産品、基幹産業で

ある農業だとか、給食だとか、そういった

ことを合わせて様々な形で教育を行ってい

るところでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 様々な取組をさ

れているのは十分理解しているところで

す。 

ただ、美幌町、北海道でも食を求めると

きに、地場産のものと限定されますと調達

できないものがかなり増えてくると思って

いるところですが、例えば、そういうもの

については、できれば道内産のものであっ

たり、その次には国産のものであったりと

することが考え方としてはあると思いま

す。 

特に最近は、食の安全性について関心を

持つ人、親は特に関心を持っていると思い

ます。 

有機野菜を求める人たちも増えてきてい

ると思いますので、給食の安全・安心対策

として、地場産のものを活用されているこ

とは理解をしていますが、例えば、今言い

ました有機産物についても、今後取り入れ

られるものについては、取り入れることが

可能なのか。そういう考えがあるのかお聞

かせいただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 学校給食課長。 

○学校給食課長（佐々木鑑仁君） ただい

まの御質問でございますけれども、町内の

農家で有機野菜を栽培されている農家があ

ることは承知しております。 

ただ、１,４００食の給食を毎日提供して

おりますけれども、それだけの規模の野菜

が調達できるかどうか、そこまでは私ども

で業者と協議したり、意見を聞いたりとい

うことがないので、今後そういったことを

聞いてみたいとは思っておりますけれど

も、基本的に地場産、地元産の野菜、令和

２年度で約５６％の使用率がありますけれ

ども、基本的に美幌産、ないものについて

はオホーツク管内産、それから、道内産、

国内産という順位で発注をしている状況で

ございます。 

御理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 地元産、それか

らオホーツク管内産と努力されているのは

十分理解しました。 

それと、食品の安全性を脅かす細菌とか

ウイルスによる食中毒、それから、作物の

生育を邪魔する雑草を除去する除草剤です

とか、作物を病気から守るための除菌剤、

そういう作物を害虫から守る殺虫剤が最近

は使われていることがよく聞かれます。 

残留基準は設けられているのですが、近

年、諸外国から比べると日本は残留農薬の

基準が緩和されてきている状況にありま

す。また、最近では遺伝子組換え作物につ

いて忘れかけているような感じがします

が、遺伝子組換え大豆ですとか、トウモロ

コシは輸入大国と言われています。 

また、一昨年から解禁されたゲノム編集

食品も、年内にはまずトマトから流通が始

まります。人体に与える影響については、

既に調査研究は行われているようですが、

除草剤、殺虫剤、遺伝子組換え、ゲノム編

集食品と、こういうものはどれも子供たち

の脳や細胞に与える影響は非常に大きいも

のと考えられます。 

そういうものをできるだけ使わない、安
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全な食材を選択するというのが１番大事な

ところかと思いますので、その辺のことを

考えていただいて、先ほど有機産物も少し

ずつ増やしていきたいという考えを持って

おりましたので、そういうところを町とし

て力を入れていける、そういう仕組みをつ

くっていただきたいと思います。 

子供たちは学校で何が１番楽しみかとい

うと、やはり給食なのです。楽しい給食の

時間が大好きということなので、特に給食

は安全で安心な食材を調達した上で提供し

ていただきたいと思いますが、その点につ

いていかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員おっしゃる

ように、安心・安全な給食提供はもちろん

のことでございますが、本町の給食センタ

ーにおきましては、おいしいという要素、

とてもおいしいという評価もいただいてお

ります。 

また、安心・安全のため、今様々な農薬

使用だとか、新たなゲノム編集食品等のお

話も聞いてございますけれども、これらに

対しましても、まずは安全・安心なものと

いう観点から、地場産品を多く取り入れて

いるということもございます。 

これにつきましては、本町だけではどう

にもならない部分もございますので、この

辺はしっかりと役場内、さらに管内の教育

長部会等で情報交換をしながら、さらに安

全・安心な給食の提供に取り組んでまいり

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 環境脳神経外科

情報センターの医学博士によりますと、農

薬などの化学物質が脳に多大な影響を与え

るという調査研究が出されております。 

特に深刻なのは、子供の脳への影響、胎

児や子供は化学物質への感受性が強く、発

達段階の脳は大人よりも影響を受けやす

く、国内でも発達障がいと診断される子供

は増加の一途をたどっているのが現実で

す。そして、発達障がいは、遺伝よりも環

境要因が大きいことが最近の研究で明らか

になってきております。 

こういうことを考えると、残留農薬の少

ない農産物を選択することが１番基本的な

ことになってくると思うのです。 

ただ、農産物を求めるときに、残留農薬

を測れるものが地元にあるかどうかが非常

に問題になるのですが、できれば、残留農

薬の少ないものを選ぶ、そういう手だてが

あるのかどうかということが問題ですが、

その辺のことについて、対応できる可能性

はどうでしょうか。分かる範囲でお聞かせ

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 学校給食課長。 

○学校給食課長（佐々木鑑仁君） 残留農

薬の件でございますけれども、給食センタ

ーでは、毎年、残留農薬検査を、野菜につ

いては二つ抽出して、検査機関に提出して

検査をしていただいております。 

過去に人体に影響があるような検査結果

が出ている状況はありません。 

給食センターといたしましては、毎年そ

ういった予算づけをしていただいて、抽出

した野菜について残留農薬検査を実施して

いる。そこで、安心・安全を担保している

という状況でございますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） １番気になって

いたのは、残留農薬がどうなっているかが

１番心配なところですが、美幌としては、

残留農薬をきちんと測りながら、人体に影

響のない食材を求めているというところで

は理解をいたしました。 

ただ、いろいろ言われているのは、基準

が低くても、それを食べ続けることによっ

て体内に蓄積される可能性もあるというこ

となので、その辺のことも十分に配慮した
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中で、安全な食材を選択していただくこと

が１番大事なことかと思いますので、その

辺のことについては今答弁をいただきまし

たので、十分理解をいたします。 

あと、遺伝子組換え食品ですとか、今後

新たに出てくるゲノム編集食品、そういう

ものについてもいろいろ調査をしながら、

人体に与える影響の少ないものを選ぶとい

う方向で進めていただければと思います。 

いずれにしても、これから育っていく子

供たちが発達障がいと言われないような、

そういう美幌町での安心・安全な給食の提

供に心がけていただけるよう努力していた

だきたいと思います。 

このことについては、これで質問は終わ

らせていただきます。 

次に、生命の安全教育についてですが、

近年、若い世代の望まない妊娠や性犯罪・

性暴力などの性被害が社会問題になってい

ることを受けて、令和２年４月より、関係

省庁で構成された性犯罪・性暴力対策強化

のための関係省庁会議が開催され、６月に

性犯罪・性暴力対策の強化の方針により、

教育に関して啓発、取り組むことが盛り込

まれてきております。 

答弁にありましたように、繰り返しにな

りますが、従来の性教育に加えて、子供が

性暴力の加害者・被害者・傍観者のいずれ

にもならないための教育、啓発の充実、相

談体制の強化が加えられたのが生命の安全

教育と定義づけられているということは十

分私も理解いたしました。 

これまでも児童生徒の発達段階におい

て、性教育についてはしっかりと取り組ま

れていることは、先ほどの答弁で十分理解

をします。 

現在及び将来にわたり、子供たちの安

全・安心を守るためには、性被害・加害を

防ぐための年齢に応じた適切な教育、指導

の充実を図るとともに、性被害・性暴力の

背景にある性差別意識を解消することが重

要ではないかと思います。 

小学生を対象に、男女の尊厳や自分を大

切にすること、これは先ほど答弁をいただ

いたので、十分教育されていると理解をし

ています。 

ただ、性差意識の解消を図るということ

が１番大事なことで、今、日本の社会でも

性差に関して社会的に解消されていないと

ころも多々ありますので、やはりそういう

ことは子供にも影響が出ているのではない

かと思います。このような問題について

は、学校ばかりではなくて、家庭での役割

も不可欠ではないかと思うのですが、今後

の取組として、新たな考えがあればお伺い

します。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 生命の安全教育

の関係でございますが、議員おっしゃるよ

うに、非常に大切な問題だと認識しており

ます。 

また、この件につきましては、学校だ

け、家庭だけということではなく、社会全

体で取り組まなくてはいけない問題だとい

うことも認識しております。 

今、国で取り組んでいる状況であります

が、その中では、まずは啓発することから

始めていこうという流れであります。啓発

資料は学校内で使うものもありますし、各

家庭に配布するものもございます。 

そういったものを通じながら、家庭と学

校の共通認識を持った中で取り進めていき

たいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 答弁いただきま

したように、小さい子供から、小学生、中

学生、それから高校生が性被害に遭うこと

は、テレビ、新聞等で耳にしたり、目にし

たりすることがあると思うのですが、現実

問題として、夏が近づくと美幌町でも不審

者が現れるという情報が流れております。 

皆さんも御承知のことと思うのですが、
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現在のところは、被害に遭ったという情報

はありませんが、今から２０年少し前にな

ると思うのですが、中学生、高校生の女の

子に声をかける不審者の情報がありまし

て、被害に遭った子も現実にいました。 

被害に遭ったことについて、大きい小さ

いは関係ないと思うので、現実に毎年のよ

うに不審者は出ている状況がありますの

で、その辺の子供たちに対する指導の徹底

は必要なのかなと思います。 

言葉巧みに声をかけられると、子供は信

じてしまうことが多いと思うのです。例え

ば、声をかけられて、車に乗せられたとい

うのは、あなたのお母さんが、お父さんが

こういうことがあって、一緒に行かないか

と言われて、乗せられて連れて行かれると

いうのが最近の情報です。声をかけられて

もついていかないというのは、先ほど答弁

にもありましたけれど、大事なことかと思

います。 

それと、最近はＳＮＳを使ったポルノ撮

影も結構大きな問題になってきているので

す。それも子供たちの関心を持っていると

ころで、そういう勧誘があるものですか

ら、子供たちが信用してしまうというのが

非常に多い。それで発生しているのだと思

うのです。 

ＳＮＳというのは、子供だけに限らず大

人たちも含めて、こういう問題になってく

ると学校だけの対応ではなくて、家庭との

連携が最も重要視されると思います。 

自分の身は自分で守るということが基本

ではありますが、小さな子供たちについて

は非常に難しい問題でもあります。その辺

の指導体制が求められるのと、それから、

相談体制についても、信頼できる大人では

なくて、こういう人に相談をしたほうがい

いというものをきちんと示してあげたほう

がいいのではないかと思います。 

その辺について、考え方があればお聞か

せいただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） １点目の不審者

の関係でございますけれども、本町では今

年は３件発生しております。そのうち、声

かけ事案もございます。 

声かけ事案があったということは、各家

庭から学校を通じて教育委員会に連絡がき

ます。その場合、教育委員会からはすぐに

警察に連絡しております。 

そして、各家庭に対しましては、校長会

議等を通じて各学校、各保護者に対して、

そういった不審者を見たということがあっ

たら、まずは警察に連絡していただきたい

ということは話しております。 

そのことが犯人の早期逮捕だとか、今後

の発生予防につながっていくということで

認識しているところでございます。 

次に、ＳＮＳを使ったポルノ撮影等とい

うことでお話がありましたけれども、議員

おっしゃるように、今はＳＮＳを使った嫌

がらせだとか、そういったことが非常に社

会問題になっているということは認識して

おります。 

これにつきましても、児童生徒に対しま

して、正しいスマートフォンの使い方だと

か、ＳＮＳの使い方等をＰＴＡの研修会を

通じて、そういったことも浸透していくこ

とを考え、取り組んでいるところでござい

ます。 

また、校内の相談体制につきましては、

スクールカウンセラーを一昨年から配置し

ているところでございますけれども、何か

ありましたら、友達、家庭だとか、担任に

相談してほしいということを話しています

けれども、それに加えて、今はスクールカ

ウンセラーを配置しておりますので、相談

しやすい環境をこれからも充実させていき

たいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 自分が困ったと
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きに、なかなか人に言えないこと、相談で

きないことが結構あると思うのです。 

そういうことであれば、スクールカウン

セラーが信頼できるということであれば、

そういう人にきちんとした相談を持ちかけ

られるような、そういう雰囲気をつくって

いかないと、この人に相談するということ

にはならないので、相談できる雰囲気を周

りがつくらないとなかなか難しい状況、本

当に困ったときの相談は、自分から言い出

しにくいということがありますので、その

辺のことも十分に考えた上で対応していた

だきたいと思います。 

それから、今回出された生命の教育です

が、まだ学習指導要領には具体的に位置づ

けされていないということでありますの

で、例えば、中学生を対象に、妊娠等も含

めて自分の体を守るという意味で、助産師

が思春期の講演会をやっている自治体も出

てきている状況にあります。 

今後、年齢に合わせた取組ということで

は、そういうことも視野に入れながら取り

組んでいく必要があると思います。 

中学生のときに、そういう経験をされた

子供たちもいるということが現実です。た

だ、周りの人には知らされないということ

もあるので、そういうことも現実にあると

いうことは、きちんと教育をしなければい

けないということだと思うのです。 

そういうことを考え合わせると、中学生

向けには、そういう講演会も今後必要とな

ってくるのではないかと思いますので、そ

れらのことも今後検討していただければと

思いますが、いかがですか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 性犯罪・性暴力

というのは、議員おっしゃるように、長期

にわたって被害者の心身を傷つけるものと

認識しております。 

そのようなことが起きないようにという

ことで、まずは啓発をしっかり進めなけれ

ばいけないと思っております。 

議員から御提案がありました講演会につ

きましても、養護教諭等でつくっておりま

す各種研究団体等がございます。こちらの

動きもにらみながら、教育委員会としてど

ういったことができるか、前向きに考えて

いければと思っております。 

また、スクールカウンセラーの関係で、

相談しやすい雰囲気ということでございま

した。 

実際に、美幌中学校に相談室がございま

すけれども、こちらにつきましても、敷居

を低くして、入りやすいような雰囲気、こ

ういったことに取り組んでおりますので、

各学校でも同様の取組をしている状況でご

ざいます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） いずれにして

も、こういう問題は、心に傷を持ったらな

かなか解決できない。自分の気持ちを割り

切れないものが出てきますので、そういう

ことについては、しっかり先に教育すると

いうことが前提だと思います。相談する事

例がないことが望ましいと思いますので、

そういうことが起きないように、しっかり

と生命の安全教育に力を入れた取組をする

ことを望みます。 

以上で、質問を終わります。 

○議長（大原 昇君） これで、７番坂田

美栄子さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は、１５時０５分といたします。 

午後 ２時５４分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時０５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

９番稲垣淳一さん。 

○９番（稲垣淳一君）〔登壇〕 ９番の稲

垣が質問させていただきます。 
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第Ⅲ期埋立処分場の埋立期間は、当初計

画において平成２４年４月から令和９年３

月までの１５年間とされていましたが、残

余容量調査の結果により、平成２７年１０

月から令和６年２月までの８年４か月との

見込みが示されています。 

いろいろな方策を講じていることと思い

ますが、このような事態になった要因を町

ではどのような分析がなされているのか。

また、今後の対策として、どのような考え

をお持ちなのかお示しください。 

さらに、新たな埋立地の計画をいつまで

に策定するのか。また、第Ⅲ期埋立処分場

は、何年の延命が可能なのか。町長の考え

をお示しください。 

二つ目に、食品ロス・食品廃棄物の問題

は、国はもとより、私たち地方自治体、企

業も真剣に取り組まなければならない喫緊

の課題とされています。 

現在、学校給食においては、食や環境を

考え、食べ物を大切にする心を育もうとい

う、フードリサイクルプロジェクトが注目

されています。 

今まで廃棄されていた給食の調理くずと

食べ残しをリサイクルすることで、子供た

ちが食べ物の大切さと、限りある地球の資

源の大切さを学び、食べ残しを減らすこと

を目的とするというものです。 

現在、町内の各小中学校や国保病院で出

される給食について、調理する過程で出た

野菜くずや食べ残し等で出される残渣の量

は毎日どれくらいか。また、その処理はど

のように行われているのかお示しくださ

い。 

３点目に、食育の観点から、給食を取り

巻く人の関わりを知る、食品の持つ栄養に

ついて知る、環境教育の観点から食品リサ

イクルの取組を知る等の取組を積極的に取

り入れて、食べ物の大切さ、食べ残しをし

てもいいのかを課題としてみんなで考える

テーマにしてはと考えます。 

モデル校、またはモデルクラスを選定

し、段ボールコンポスト等を設置して、給

食から出る生ごみで堆肥を作り、学校菜園

で野菜作りを体験し、行く行くは給食とし

ていただく。そこでの学びは大変貴重な体

験として心に残るものと考えます。 

今後、ごみの減量と資源リサイクルを教

育的に高い意識と強い心で取り組んでいく

ために、教育長の考えをお示しください。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 稲垣議員

の御質問に答弁いたします。 

ごみの減量と資源リサイクルについての

うち、学校給食や国保病院における食品ロ

ス削減と食品廃棄物処理対策について、ご

みの減量並びに食育及び環境教育について

は、後ほど教育長から答弁をいたします。 

第Ⅲ期埋立処分場についてですが、初め

に、第Ⅲ期埋立処分場の使用期間が短くな

った要因についてですが、当初の計画に比

べて、重さの割に体積のあるかさばるごみ

が多くなるなど、ごみの性質が異なってい

ること、空き家の片づけなどによる家具な

どの粗大ごみが増えていること、令和元年

６月に発生した埋立処分場内の火災による

覆土量が一時的に増えたこと、その他プラ

や紙類の資源ごみの資源化率が計画より低

い状態であることなどが要因として考えら

れています。 

２点目の今後の対策については、現在の

埋立処分場について、許可を要しない軽微

な変更である計画埋立量の一定の増量や、

最終覆土厚の変更及び現在、その他プラや

紙類の分別の徹底を図るため、自治会単位

やボランティア団体に向け分別説明会を継

続して開催し、ごみ分別の徹底による埋立

てごみを減らすことで、延命化を図りたい

と考えています。 

３点目の新たな埋立地の計画について

は、今年度中に次期処分場の整備に向け

て、処理方式や施設規模の検討を行う一般

廃棄物処理基本計画を策定し、広域による
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中間処理や第Ⅳ期埋立処分場の施設整備を

検討することとしており、令和８年度から

の供用開始に向け、現在の埋立地の延命化

を図りながら、計画的に整備を進めたいと

考えております。 

４点目の第Ⅲ期埋立処分場は何年の延命

が可能かについてですが、先ほど御説明し

た延命化の措置を実施しながら、最低でも

当初計画の令和９年３月まで延命を図りた

いと考えております。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 稲垣議

員の御質問にお答え申し上げます。 

学校給食や国保病院における食品ロス削

減と食品廃棄物処理対策についてでありま

すが、まず、給食センターでは、町内の小

中学校に１日約１,４００食の給食を提供し

ており、調理の過程で発生する野菜などの

調理くずは、１日平均約２０キログラム、

食べ残しは約１４０キログラムとなってお

ります。 

その処理につきましては、毎回、一般廃

棄物として給食センターが美幌町廃棄物処

理場に運搬し処理されております。 

次に、国保病院におきましては、入院・

透析患者及び職員に１日約１５９食の給食

を提供しており、調理くずは１日平均約２

キログラム、食べ残しは約１１キログラム

となっております。 

その処理につきましては、一般廃棄物収

集運搬業許可を受けた事業者と契約し、日

曜日を除き毎日収集され、一般廃棄物とし

て美幌町廃棄物処理場に搬入し処理されて

おります。 

ごみの減量と資源リサイクルを教育的に

どう取り組んでいくかの質問であります

が、学校現場では、ごみやリサイクルの実

態について理解を深めてもらうため、総合

的な学習の時間、社会科、道徳の各教科に

おいて授業で教えているほか、廃棄物処理

場の見学など校外学習を通じて、本町のご

み事情を理解することに取り組んでいると

ころであります。 

御提言のフードリサイクルにつきまして

は、食育やごみ減量につながる暮らしに身

近なテーマであり、児童生徒においても有

意な取組であると考えております。 

各学校では、花壇や野菜畑を設置してい

ることから、フードリサイクルの取組を一

部でも取り入れることができるか課題を整

理した上で、学校とも協議していきたいと

考えておりますので、御理解いただきます

ようお願いいたします。 

以上、お答えいたしました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） それでは、再質問

をさせていただきますが、大きく三つあり

ますけれども、二つ目、三つ目の教育委員

会のほうから始めさせていただくことをお

許しください。 

まず、学校給食でありますが、先ほども

坂田議員の一般質問の中で、栄養士を通じ

てとか、食に関する大事な心構え、取組

等々をお聞かせいただきました。 

大きく関連いたしますが、私は食物の残

渣についての取組ということで、改めて質

問させていただきますが、今回、教育委員

会から１日約１,４００食の給食を提供し

て、調理くず２０キログラム、食べ残しは

約１４０キログラムと。 

先月末も給食センターにお邪魔して、い

ろいろと事前に話を聞いた経過はあるので

すが、そのときに聞いた経過でいけば、こ

の１４０キログラムは、普通に学校が運営

されていた６月の話と記憶しておりますけ

れども、学校給食は、聞くところによると

お米が週３回、そして、そのほかが麺類と

パンで大体１週間を回している。 

残念ながら、米飯のときがどうしても残

渣が増えるとお聞きいたしました。改め
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て、その分析について、どのようにお考え

になっているのかお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 学校給食課長。 

○学校給食課長（佐々木鑑仁君） ただい

まの残食の分析でございますけれども、給

食センターには各学校、クラスごとに食缶

が戻ってまいります。 

それを一つ一つ開けて、栄養士と調理員

で内容を確認しておりますけれども、給食

センターの分析としては、まず、和食の献

立で残量が多く、議員がおっしゃったよう

に、おかずより御飯の残量が多いと感じて

おります。 

御飯が多いというのは、食育の中でも御

飯、おかず、みそ汁、この順番に三角食べ

と言われる食べ方ができていないのではな

いかと推測しているところでございます。 

もう一つ、我々ですと御飯を食べて、味

の濃いおかずを食べて、また御飯を食べる

という食べ方をしますけれども、そういっ

た味の濃いおかずでも御飯が多く残ってい

る傾向にございます。 

また、和食、洋食、中華と満遍なく提供

しているところでございますけれど、中華

の献立でも御飯やチャーハンといった御飯

系の残量が多い日もございます。 

７月中旬から下旬にかけて暑い日が続い

ておりましたけれども、そういった気温あ

るいは天候、そういった気象条件に左右さ

れている様子はございません。あくまで

も、献立の内容で残量が多くなっていると

分析をしております。 

やはり、好き嫌い、特に野菜ですとか、

和食、そのような好き嫌いが残量に影響し

ていると我々は分析しているところでござ

います。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 日々１,４００食も

の数を、毎月の献立を栄養面からいろんな

ことを考えて作られている栄養士をはじ

め、センターの職員の皆さんには頭が下が

るところではありますが、そういう努力も

むなしく、多くの残渣が出ているというこ

とで、もちろん児童生徒には１日これぐら

いの栄養を取りなさいという基準があるか

ら、それに沿って出しているというのは理

解するのですが、これは量を少なく出し

て、残渣が残らないようにするということ

は無理なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 学校給食課長。 

○学校給食課長（佐々木鑑仁君） 確か

に、現場としては食べていただきたいとい

う思いと、実際に返ってくる量とのジレン

マはございます。 

ただ、議員おっしゃいました、給食の提

供の考え方でございますけれども、単純に

量を減らすという解決策ではなくて、我々

としては給食の提供の考え方については、

文部科学省が学校給食法に基づきまして、

児童生徒１人１回当たりの学校給食摂取基

準が示された実施基準というものがござい

ます。その摂取基準に基づいて、児童生徒

１人１回当たりの摂取基準というのが、四

つの年齢区分ごとに、エネルギー、たんぱ

く質、脂質など文部科学省が望ましいと思

われる栄養量を定めております。 

その定めに準じて、残食ありきではなく

て、食べていただかなければならない栄養

量、取っていただかなければならない栄養

量に基づいて出しているところが現状でご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） よく調べていない

のでわからないのですが、コロナ禍で休み

時間に体育館でボール遊びをするだとか、

校庭に出て走り回るだとか、そういう機会

が減っているのか、増えているのか、変わ

らないのかは認識しておりませんが、例え

ば、外で体を動かすことが減っているせい

で給食のときもおなかがすかないので、食

が減っているということではないというこ

とでしょうか。 
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○議長（大原 昇君） 学校給食課長。 

○学校給食課長（佐々木鑑仁君） 我々も

自分が子供のときに給食の時間を減らし

て、休み時間を多く取りたいという経験は

ありましたけれども、今、栄養教諭が子供

たちに、小学校４年生から中学校３年生ま

での児童生徒に嗜好調査、給食に関しての

アンケートを取っているところでございま

す。 

全部そろったわけではないですけれど、

一部の学校から戻ってきた回答を見た限

り、給食の時間はきちんと取れているとい

う答えが大半ですので、運動をする時間が

減ったから残食が多いというのではなく

て、先ほど申しましたように、食べ方とい

うのですか、今の子供たちの食べ方、ある

いは好き嫌い、その辺に原因があるのでは

ないかと私どもは捉えております。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 正直に言いまし

て、１日３回の食事のうちの１回なので、

私は基本は家庭できちんと指導、教育をし

てもらうことが根底にあるものと思ってい

ます。 

そうなると、どこまで教育委員会から家

庭に対して指導といいますか、改善をして

もらうといいますか、できるかわかりませ

んけれども、やはり家庭あっての学校だと

か、幼稚園、中学校があると思うので、そ

の辺はＰＴＡを通じてとか、コミュニティ

ースクール、いろんな学校に関わる団体が

ありますから、食の大切さを訴えていくの

はもちろん必要だと思います。 

そこに関連して、今回のフードリサイク

ルにつながる話ですが、調べてみますと、

北海道では音更町ですとか、札幌市教育委

員会が取り組んでいまして、やっているこ

とは大きく言ってしまえば、美幌でもやっ

ている栄養士の指導だとか、学校の先生か

らいろんな食に関する学びを受けたり、先

ほどの説明では、処理場に行ってみるだと

か、いろんな町の取組は子供たちも実感し

ていることと思います。 

それを、あえてフードリサイクルという

プロジェクト、そういうものを使って発信

することも大切なことだろうと思います

が、美幌も似たようなことをやっていると

いう答弁ですが、さらに突き進んでお尋ね

いたします。 

そういう授業をやった成果、子供たちか

らどのような答え、感想が聞かれたのか、

わかるものがあればお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 各学校におきま

しては、花壇・農園をほぼ全ての学校で設

置しているところでございますが、その中

で感想といいますと、やはり食べ物を農園

で作るということは、日々、作物が成長す

ること、実際にできた作物が形になって目

に見えることがおもしろいということが小

学生ではあった状況です。 

中学校については持ち合わせておりませ

んので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） よその町の話では

ありますが、このフードリサイクルという

授業を通じて、アンケートを取って、子供

または保護者の意見を聞きますと、やはり

自分たちの食べ残したものが、どういうふ

うにその行き先、どこでどういうふうに処

理されて、そして、このフードリサイクル

においては、自分たちの残渣を自分たちで

量を測って、毎日つけるわけです。今日は

何グラム残したか。 

それを段ボールコンポストに入れて、堆

肥化をして、農園で作物をつくって、それ

を自分で食べるという、全町的には難しい

内容かもしれませんが、モデルクラスと

か、学校をつくって取組をして、そこだけ

での残渣はわずかな、０.０１％に満たない

ものかもしれませんけれど、そういう体験

をした子供たちは、大人になってもそうい
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うことは残ると思いますので、ものの大切

さを心に刻んで、大きくなっていくのでは

ないかと思います。 

そういうこと考えると、あまり経費のこ

とを言うのはなんですが、手間はかかるか

もしれませんけれども、各小中学校で理解

をいただいて、大きな話としては資源の減

量化でありますので、そこに通じるという

大きな思いを持って、ぜひ学校での取組を

強く強く進めていただくことは可能でしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） フードリサイク

ルの取組、１回目でもお答えしましたけれ

ども、非常に有意な取組だと思っておりま

す。 

ただ、１番の課題は堆肥の関係だと思っ

ております。この堆肥は、例えば、誰が主

体的につくるのか、あとは需要と供給の問

題もあろうかと思っております。 

その辺がなかなか難しい課題だと思って

おりますけれども、フードリサイクルの取

組の一部を、学校教育で活用できないか前

向きに考えていければと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 全ての課題を解決

してから取り組むというのは、かなりハー

ドルが高いと思いますので、できるところ

からというと口優しい言い方をしてしまい

ますけれども、やはり実体験の中で、子供

たちに食べ物の大切さとか、残渣がどのよ

うに処理されているのか、そういうものを

きちんと学ぶことによって、家庭でもこう

いう教育は進めていかなければならないと

強く思っているものですから、子供の声

は、親も半分以上は聞くのではないかと思

いますので、ぜひ、子供にもこの重要性を

より強く理解していただけるような活動を

強くお願いしたいと思っております。 

但馬事務長にお聞きします。 

国保病院の場合は、学校から見ると作る

数が少ないかもしれませんが、ここは休み

なく、３６５日必要となっているものであ

ります。 

やはり患者さんは様々な症状があると思

うのですが、そういう中で、なかなかごみ

の分別も難しいものがあるかもしれません

が、特に気をつけていることがあればお知

らせください。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 病院として

食物残渣に対して気をつけている部分とい

うことでございますけれども、治療食であ

りますから、残渣と言うよりは、提供する

数を正確に、急なキャンセルも当然あるわ

けでございますので、そういった誤差を極

力なくしていくということが必要なのかな

ということで、それぞれ職員で連携を取り

ながら、食事の提供量を適正にしていくこ

とに取り組んでいるところでございます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 先ほどからお話し

していますけれども、食品ロスが大きく問

題になっているところでありますので、こ

れは美幌町から、もちろん我々町民、各家

庭からということで、そういうところの意

識を高く持つことが重要かと思いますの

で、そういう意識を小さいうちから強く植

え付ける、理解してもらうことが大事だろ

うということで、次に進みます。 

１番目に戻りますが、第Ⅲ期埋立処分場

についてであります。 

私が強くこの問題を意識したのが、取り

も直さず、８月２４日に地域でごみ分別説

明会をしていただきまして、自治会役員の

１人としてお邪魔して、そこでいろんな認

識をした次第であります。 

そこで今日の問題に至るわけですが、埋

立処分場がいろんな問題があって、満杯に

なる時期が早くきますという話は耳にはし

ていたのですが、そこで今回、ごみ分別ア
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プリですとか、地区割りをした中で説明会

をしている。 

私も意識はそれなりに持っていたつもり

ではあるのですが、分別が４種１１分類と

いう、美幌町のほかはよくわかりませんの

で、多いか少ないか認識は持っておりませ

んけれども、それでもなかなか資源ごみの

日は大変だなと思って分別しております。 

いろんな方に聞きますと、美幌町はまだ

まだ緩いという人もいれば、また違う人に

お聞きしますと、美幌町は厳しくて、前の

町のほうが楽だったとか、本当に地域差が

ある問題なのだと思うところであります。 

そこで、答弁いただきましたことについ

て、何点かお尋ねしますが、いろんな理由

でごみが増えた、処分場が満杯に近くなっ

ていたという問題でありますけれども、答

えの中で、新たな埋立地の計画についてと

いうことでありますが、次期処分場の整備

に向けて、一般廃棄物処理基本計画を策定

して、第Ⅳ期処分場の施設整備を検討す

る。令和８年度からの供用開始に向けて進

めていくと。 

結局、令和９年３月までの当初の予定ど

おり延命化を図るように進めていきたいと

いうお答えでありますが、この状態ではな

かなか厳しいという中で、どういう施策を

もって予定どおりにいけるという判断をし

たのかお尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、答弁いたしましたと

おり、いろいろな方法を全て尽くして延命

化を図っていかなければならないと考えて

いるところでございます。 

その中では、許可を要しない軽微な変更

によるものですとか、現在のごみ処分場の

最終覆土の厚さを薄くして延命を図る。そ

ういったことも、当然、町としては最終的

に取り組まなければならないと考えており

ますし、そのほかに、やはりごみの埋立の

絶対量を減らすことが重要だと考えており

ますので、その中でも特に、その他プラ等

の資源化できるごみが現在も埋め立てられ

ているという状況でございますので、その

辺を町民の皆さんの御協力を得て、埋め立

てされているごみを資源化に回すというこ

とも一つの重要な大きな要因になると考え

ておりますので、今現在、説明会等を開催

させていただいているところでございま

す。 

ありとあらゆる方法を尽くして、当初の

計画どおり第Ⅲ期処分場を令和９年３月ま

で延命を図りたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） ありとあらゆる策

を講じるということでありますが、８月２

４日の説明会は西地区でしたので、何自治

会か記憶がありませんけれども、３０人前

後いたかと思います。大きく分けて四つの

説明会をやったと思うのですが、四つの説

明会をやって、何人ぐらい参加されたので

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） お答えい

たします。 

４地区に分けて説明会を開催させていた

だきまして、合計１００名の自治会関係者

の方に説明会に参加いただきました。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） もちろん、自治会

からはコロナ禍なのでそんなに多くは集め

ていないと認識しておりますが、この１０

０名からどのような広がりを期待するとい

いますか、さらに、一般町民まで深く浸透

させるためには、どのような施策が必要と

お考えでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 説明会の

際にもお話をさせていただきましたが、自

治会の方に来ていただきまして、自治会に
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お持ち帰りいただいたときに、自治会のそ

れぞれの方にこういう説明会があったとい

うことだけでもお伝えいただきまして、自

治会単位でも説明会を開いてほしいという

お話をいただきましたら、私どもが伺って

お話をさせていただきますということも言

ってございますし、口コミ等々で説明会の

ことを周知していただければ、ありがたい

と思っているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 今、課長の説明の

とおり、私は北４丁目自治会におりますけ

れども、うちの自治会長からは、すぐに同

じ内容で会員の皆さんに説明をして、協力

を仰がないとまずいと思っていただいたも

のですから、すぐに説明会を自治会で開く

ようになった経緯があります。 

その中で、リサイクル率という言葉があ

りました。先般の説明会の中でも、いろん

な資源のリサイクル化について説明があっ

たと思うのですが、ちなみに美幌町のリサ

イクル率はどれほどか。 

参考にはならないですけれども、日本で

１番の鹿児島県のある町は８０％を維持し

ているという町もあって、美幌は果たして

いかがなものかと思うのですが、どれぐら

いでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 直近の数

字でございますが、令和２年度末現在で１

６％の資源化率、令和元年度でございます

と１８％となってございます。 

今の第Ⅲ期埋立処分場を造成したときの

計画としては、毎年２９％程度の計画とし

ていたところでございますので、かなり低

い資源化率となっているところでございま

す。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 資源化率３割を切

っている。２割もいかない。 

もう一度聞きますが、当初の予定まで第

Ⅲ期埋立処分場を維持するためには、今の

ままではもたないと思っています。 

だからこそ、このようにアプリだとか、

説明会を粘り強くやっているのだろうと理

解するのですが、町民一人一人まで浸透さ

せることは本当に難しいことだろうと思う

のです。 

広報だとか、いろんな手段はあると思う

のですが、もう少し相手の懐に手を突っ込

むというと言葉が悪いのですが、そういう

手だて、手法はないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） ４地区に

分けて開催させていただきました説明会に

おきましても、１番質疑が多かったのが、

話を聞いて理解するが、それぞれの家庭に

もっとわかりやすい資料を配布してほしい

ということを、それぞれの地区から御意見

をいただいてございます。 

私どものほうで、以前、資源化が始まっ

たときに保存版の冊子を作っている経過も

ございますので、他の自治体の先行地区の

パンフレット等を参考にしまして、全戸配

布できるような、わかりやすい絵を取り入

れた分別一覧をつくろうと今計画している

ところでございます。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） これからが正念場

といいますか、大変な部分はあります。 

もちろん我々も、行政の皆さんに全てお

任せしていいとは思っていませんし、我々

でできることはきちんとやっていかない

と、町の財産が早く食い潰されてしまっ

て、また余計ないろんな経費がかかって、

ほかにできる事業もできなくなってくると

か、いろんなマイナス要素が想像されま

す。 

そのために、いろいろと考える中で、先

般もらった資料の中には、我々が週に１回

家庭から出す一般ごみの組成内訳という中
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で、可燃物と資源物が一般ごみの中に混ざ

っていて、その資源物の割合は１４.７％に

及ぶという、かなりの割合が混入されてい

るということで、これについて、同じよう

な質問になると思うのですが、どうやった

ら資源と一般ごみを分けるという認識を強

く持ってもらえるのかと思うのです。 

こう分けなさいというのは簡単なので

す。それを聞くかどうかはまた別にして。 

なぜ、それをしなければならないのかと

いう根本的な問題をもう少しアピールして

いただけないものでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境管理課長。 

○環境管理課長（鶴田雅規君） 説明会の

中でも、分別の方法の徹底というお願いだ

けではなく、これだけのお金が処理にかか

っていますとか、処分場の満杯の時期が近

づいていますということも訴えながらやっ

ていくしかないと思っているところでござ

います。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 行政の立場で危機

感をあおるということはしづらいと理解す

るのですが、でも、なぜ町が今こういうこ

とに一生懸命取り組んでいるのか、やって

いるのかということを理解してもらうため

には、とにかく困っているのだ、焦ってい

るのだ、大変なのだという部分も大いに必

要だろうと思います。 

手前どもの話で恐縮ですが、うちの自治

会で研修会を開くときも、自治会研修会を

開きます、ごみ分別についてと案内を作っ

たのですけれど、会長から弱いとお答えを

いただきまして、困っています美幌のごみ

処分場とか、赤の太い文字にしたりして、

決してあおるわけではないですが、やはり

興味を持ってもらう、目につくようにし

て、うちの町では何が起きているのかとい

う、そういう意識を持ってもらうための導

入です。 

そういう部分をしっかりと意識していた

だいて、多分来ない人が大半だと思うの

で、うちの自治会で３０人から５０人は見

越しているのですが、その中でも意識を持

ってもらえれば、各班にそういう人を１人

でも多く増やしたい、そういう思いで実施

するわけであります。 

自治体の喫緊の課題で、今後も中間処理

施設の話も研究するという話もあります

が、それについて、何かお示しできるもの

があればお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、次期、第Ⅳ期

埋立処分場につきましては、今は全て埋め

ているわけでございますけれども、次期の

処分場につきましては、生ごみ等の中間処

理をしなければだめですという決まりにな

っております。 

今現在、斜網地区の１市５町におきまし

て、そういった中間処理を行う時期がたま

たまその町の中で一致したということもあ

りまして、その中で、次期ごみ処分場のご

みの中間処理に関わる広域の協議に参加さ

せていただいているところでございます。 

そちらも待ったなしという状況もござい

まして、今９月定例会の補正予算におきま

して、広域化の検討業務委託料ということ

で計上させていただいているところでござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番稲垣淳一さ

ん。 

○９番（稲垣淳一君） 町の今後の取組と

意気込みも含めて理解したところでありま

すが、ごみというと、目の前からなくなれ

ばそれでいいというような、残念ですけれ

ど、それが人間の弱いところといいます

か、まず自分の目の前からなくなれば、こ

の臭いがなくなればとりあえずそれで終わ

りというのが、我々の思うところでありま

す。それを、限りある資源を再利用すると

いう大きな目的のために、我々も今後考え

ていかなければならないだろうというの
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は、常に皆さん思うところであります。 

ごみの減量化というのが目的ではなく、

ごみを資源化するということが手段である

という話も聞きます。ですから、資源化す

るということが、美幌の町を守る、国を守

る、町長もＳＤＧｓのバッジをつけていら

っしゃいますけれども、この持続可能な社

会をつくるという大きな目的のために、こ

の美幌町からも大きな発信ができればと思

っております。 

最後に、今、美幌町では炭を作る事業所

がないわけですが、ＮＰＯ法人のマイスペ

ースで炭を作る事業を始めようとしていま

す。 

未利用の資源を使って、新しい炭を作

る、製炭炉を今年度中に立ち上げて、稼働

していくというお話を聞いております。 

その大本の事業所の話をホームページで

見ますと、炭というと木炭を思いつくので

すが、例えば大きな食物残渣とか、または

ペットボトルも炭になると。それは九州だ

ったので、竹林から炭にすると。 

私が食いついた部分は、例えば、土砂災

害とかで、美幌は土砂災害は考えにくいか

もしれませんが、泥だらけになった家屋で

も、いろんなものを洗い流してという条件

はありますけれど、それも全て炭になる。 

製炭炉は移動して、困っている場所に持

って行って、そこで炭を作ることができ

る。そういう仕組み、プラントが考えられ

ています。 

多分、職員の方もそういう話をマイスペ

ースからお聞きしたかと思うのですが、今

後のいろんな資源利用ということを考えて

いくと、何でもかんでもごみというより

も、先ほど言った、何でもかんでも資源と

いう見方をすることができる。 

そういう炭にするということが大きく取

り上げられている状況でありますので、研

究調査と言わずに、すぐにでも取り組ん

で、町の新たな産業にするぐらいの意気込

みで、まず注目して、詳しくはマイスペー

スで勉強されていますので、ぜひ、そうい

うものにも着目して、今後の資源リサイク

ルといいますか、ごみ減量化に向けても取

り組んでいただければと思っています。 

もちろん、マイスペースではごみを炭に

するというわけではないですが、ただ、捨

てればごみになるものが資源になる。 

いつも言われていることではありますけ

れども、そういうものが取り組まれている

ということを御理解いただいて、質問を終

わります。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） これで、９番稲垣

淳一さんの一般質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終わります。 

──────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本日の日

程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

御苦労さまでした。 

 

午後 ３時５０分 散会   
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